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序

可児市は、 清らかな可児川が街を西流し、 木曽川に注ぐ地域です。

木曽川沿いには野市場（今渡）の川湊があり、 古くから物資の集散地

として栄えてきました。 また、 河岸段丘や平坦地が発達し、 数多くの

文化財や遺跡の存在が知られています。 藤田坂遺跡もそのひとつで、

木曽川によって形成された中位河岸段丘上の見晴らしのよい場所に立

地しています。

このたび、 一般国道248号線可児バイパス道路改良工事にともない、

可児市下恵土に所在する藤田坂遺跡の発掘調査を実施しました。

『可児町史』によると、 かつてこの地で有舌尖頭器が採集されており、

縄文時代の遺跡として知られていましたが、 今回の調査によって、 弥

生時代中期後半の竪穴住居跡や掘立柱建物跡があることがわかりまし

た。 特に、 竪穴住居跡の1軒は、 住居の規模、 形態のほか、 炉、 柱穴、

周壁溝などの住居内の諸施設が確認できる良好なもので、 当時の生活

様相や集落形態をうかがい知ることができる貴重な資料となりました。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めると共に、 当地の歴史研

究の一 助となれば幸いです。

最後になりましたが、 発掘調査及び出土品の整理・ 報告書作成にあ

たりまして、 多大な御支援• 御協力をいただいた関係諸機関並びに関

係者各位、 可児市教育委員会、 地元地区の皆様に深く感謝申しあげま

す。

平成15年3月

財団法人岐阜県文化財保護センタ ー

理事長 服 部 卓 郎



例 Ei

1 本書は、 岐阜県可児市下恵土に所在する藤田坂遺跡（岐阜県遺跡番号21214-07495) の発掘調
査報告書である。

2 本調査は、 一般国道248号可児バイパス道路改良に伴うもので、 岐阜県基盤整備部 可茂建設事務

所から岐阜県教育委員会 が委託を受けた。 発掘調査及び整理作業は、 財団法人岐阜県文化財保護

センタ ー が実施した。

3 発掘調壺は平成13年度に、 整理作業は平成14年度に実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第1章第2節に一括掲載した。
5 本書の執筆及び編集は、 第5章を除いて三島誠 がおこなった。

6 発掘調査における作業員雇用、 現場管理、 掘削• 空中写真測量などの業務は、（株） 岐阜テクノ

スに委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、 ア ー トフォト右文に委託して行った。

8 自然科学分析（蛍光X線分析 ・放射性炭素年代測定）については、（株）パレオ ・ ラボに委託し

て行った。 その結果は、 第7章に掲載した。

9 発掘調介及び報告書の作成にあたって、 次の方々や諸機関から御指導• 御協力をいただいた。

記して感謝の意を表 する次第であ る。（敬称略、 五十音順）

石黒立人 五十川伸矢 井藤徹 伊藤正人 齊藤基生 島田崇正 長屋幸二 西村勝広

吉田英敏 可児市 教育委員会

10 本文中の方位は、 国土座標第VII系の座標北を示している。

I 1 土層及び土器類 の色調は、 小山正忠• 竹原秀雄1998 『新版 標準土色帳』（日本色研事 業株式会

社）による。

12 調査記録及び出土品は、 財団法人岐阜県文化財保護センタ ー で保管している。
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第l節 調査に至る経緯

第1章 調査の経緯

第1節 調査に至る経緯

藤田坂遺跡は、 岐阜県可児市下恵土字北林泉地内 に所在する。 木曽川が形成 する中位河岸段丘平坦

面に位置 する。

岐阜県甚盤整備部建設管理局可茂建設事務所では、 一般国道可児バイパス248号 道路改良工事 を計画

した。 この改良工事 に先立って、 平成10年 8 月に岐阜県基盤整備部可茂建設事務所から岐阜県教育委

員会に工事 計画等が示されたことから、道路建設区域内 に周知の埋蔵文化財包蔵地として『 改訂版岐

阜県遺跡地図』（岐阜県教育委員会1990) に登録されている藤田坂遺跡が所在することが確認した。

岐阜県文化財保護センタ ー では、 岐阜県教育委員会 から委託 を受け、 遺跡の広がりと遺構面 数、 深

度等 を確認するために計 4回の試掘確認調査を実施した（表 1 � 表 4)。

1回目の試掘確認調査は、平成IO年8 月17· 18日 に実施した（表 I )。 試掘対象面積4,100m刊こ対し、

幅J mのトレンチを3本（第I . 第2 . 第3) を設定し、 計 178面を掘削した。 土坑 ・ ピット ・溝状遺

構を数十基確認したが、いずれも、耕作土からの掘り込みであった。 また、遺物包含層は認められず、

遺物は出土しなかったため 、本発掘調査対象外とした。

2回目は平成12年 3月 15· 1 6 日 に実施した（表 2)。1回目の試掘調査区から約 150m北側の地点I)



2 第1章 調査の経緯

図2 試掘確認調査位置図（第1回から第4回）（S=1/2,500) 
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で、付近の畑から縄文時代草創期の有舌尖頭器が表 採されている（『可児町史』1980)。 このことから、

縄文時代の遺構 ・ 遺物が出土することも考慮し、 試掘を行った。 試掘対象面積1,20 0m刊こ対し、 幅

l rnのトレンチを3本設定し、 計60面を掘削した。 土坑 ・ ピット ・ 溝状土坑が数十基確認されたが、

いずれも、 耕作土からの掘り込みであったため 、本発掘調査対象外とした。

3 回目は平成12年11月20日�22 日に実施した（表 3)。2 回目の試掘調査区北側の未買収地を挟ん

だ部 分で試掘対象面積3,9 60m刊こ対し、 幅lrnのトレンチを13本設定（トレンチ4 、 トレンチ5 は遺構

の性格をつか むために、 部 分的に拡張）し、 計440面を掘削した。 その結果、 弥生時代の遺構（竪穴

住居跡 ・ 土坑• 溝状遺構）と遺物（弥生土器• 石器）を確認した。

これらの結果を踏 まえて、 平成12年度岐阜県埋蔵文化財発掘調壺検討委員会 が開催され、本発掘調

査1 ,IOOrnが必要であると判断された。 また、 未買収地であった部 分は本発掘調査前に試掘確認調査

を行うこととした。

以上の結果から、 財団法人岐阜県文化財保護センタ ー が岐阜県教育委員会 から委託を受け、 平成13

年 6月4 日 から藤田坂遺跡の発掘調査を実施した。 なお、4 回目の試掘確認調査は平成13年 4 月20 日

�25 日に実施した（表 4)。3 回目の試掘区の南側部 分で試掘対象面積346m刊こ対し、 幅2 rnのトレン

チを5本設定し、 計40mを掘削した。 結果、 土坑• 溝を確認したが、 逍物は出土しなかった。 また、

遺構埋土中にビニ ー ル片が入ることから現代の遺構 とし、本発掘調査対象外とした。

!) I回目と2回目の試掘確認調査の間の部分（図2のほぽ中央）は、可児市教育委員会が試掘確認調査を実施している
（吉田2000)。この結果、遺構・迫物が確詔できなかったため、本発掘調査対象外となった。

1� /〗平成12年度試掘トレンチ設定地点,' [ 
�'Q (1-11) I 

;,, 

1 I 1 

図3 調査前現況地形図（第3回• 第4回） (S=1/1,250) 
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表1 第1回試掘確認調査（平成10年度）

試掘番号＼層位 I層 []層 Ill層 w層 v附 辿物の有無 逍構の有無

No I 0 (30) ゜ 不明 無 有(I層中の掘込）

No 2 0 (30) ゜ 不明 無 有(I陪中の掘込）

No3 0 (30) ゜ 不明 無 有(I層中の掘込）

表2 第2回試掘確認調査（平成11年度）

試掘番号＼層位 I層 II層 lll層 N層 V層 遺物の有無 辿構の有無

No I 0 (30) 0 (IO) 0 (30) ゜ 有(I陪：近現代陶磁器I) 有(I層中の掘込）

No 2 0 (25) 0 (20) 0 (40) ゜ 有(I層：中世陶器I) 有(I層中の掘込）

No.3 0 (25) 0 (IO) 0 (30) 不明 無 有(I層中の掘込）

No.4 0 (10) 0 (10) 0 (10) 0 (25) ゜ 有(I層：山茶碗2) 有(I層中の掘込）

表3 第3回試掘確認調査（平成12年度）

試掘番号＼層位 I層 n陪 III層 w層 V陪 遣物の有無 遺構の有無

No.I南 0 (20) 0 (JS) 0 (5 ) ゜ 不明 無 有(N層上面：土坑2)

No.I北 0 (25) 0 (20) 0 (1 2) 0 (IO) 不明 無 無

No 2 0 (20) 0 (15) 0 (IO) 0 ( 2) ゜ 無 無

No 3 0 (30) 0 (5 ) 0 (IO) ゜ 不明 無 無

No.4 0 (3 3) 0 (IO) 0 (5 ) 不明 不明
有（溝埋土：弥生 有(IV層上面： 溝l、 土坑l、 住
土器） 居跡床面かl)

No.5 0 (20) 0 (8) 0 (8) ゜ 不明
有（竪穴住居跡埋 有(N思上面： 竪穴住居跡l、 溝
土：弥生土器） l、 土坑3)

No.6 0 (40) 0 (5 ) 0 (s) ゜ 無 無

No.7 0 (40) 0 (35) 不明 無 無

No.8 0 (18) 0 (10) 0 (1 2) 0 (20) ゜ 無 有(N層上面：土坑I)

No.9 0 (20) 0 (10) 0 (15) 不明 無 有(N層上面：土坑2)

No.IQ ゜ ゜ ゜ ゜ 無 有(N陪上面：土坑4)

No. I I  ゜ ゜ ゜ ゜ 無 有(N層上面：土坑6 )

No.1 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 無 有(N層上面：土坑2)

No.1 3  ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 無 有(N層上面：土坑I)

表4 第4回試掘確認調査（平成13年度）

試掘番号＼層位 I層 II層 m層 N層 V層 追物の有無 遺構の有無

No.I 0 (8) 0 ( 3) 0 ( 2) 0 (48) ゜ 無 有(N層上面： 溝）

No. 2 0 (5 ) 0 (5 ) 0 ( 3) 0 (40) ゜ 有（現代陶磁器I) 有(ill層上面：溝3 、 N層上
面：土坑5 )

No.3 0 (1 6) 0 (IO) 0 (30) ゜ 無
有(ID陪上面：土坑3、 N阿
上面：土坑4)

No4 0 (20) 0 (40) ゜ 無 有(N層上面：溝l、 土坑I)

No.5 0 (15) 0 (25) ゜ 無 有(N層上面：溝l、 土坑3)

各層位の数字はトレンチごとの平均の層厚(cm)を示す。
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発掘調査の経過と方法第2節

調査期間

平成13年5月25日～平成13年8月31日

グリッド設定方法

調査開始前に行った地形測量終了後、 国土座標の北を基準として 4mX4mのグリッドを設定 した

2
 

グリッドの名称は、 北西端を甚準とし、 北から南に向かって A�J、 西から東に向かって l（図4)。

�7 とした。

調査の経過

平成13年5月25日に委託業者によって 、 調査区1,100面の現況地形測量を行った。 発掘調査では、

先ず試掘確認調杏の層位を基にI層からV層までを設定 し（第3章 第l節 に詳述）、 弥生時代以降の

包含層の可能性があるIII層の上面まで重機を用いて 除去した。 調査区内には、 栗や桑の伐採木の根が

多く見られたため 、 伐根作業は遺構を傷つけないように人力で行った。 その後、 国土座標をもとに4

mメッシュでグリッ トを設定 した。 以下III層から下層は人力で掘削した。 包含層は10cmを目安に

徐々に掘り下げた。

_/ 

V 

3
 

下
恵
土
橋
暗
渠
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遺物は、 試掘確認調査の結果から少ないことが予想されたため、 ト ー タルステ ー ションにより1点

ずつ出土位置を判定して取り上げた。 遺物が集中している部分は、 写真測量を行い、 l /10で図化した。

遺構はすべて半割し、 土層を確認し、 土層断面図を作成した。 その後、 遺構を完掘し、 完掘状況の実

測と写真による記録を行った。 竪穴住居跡は、 最後に断ち割り、 下部遺構の有無の確認を行った。 最

後に、 W層以下の遺構・ 遺物の有無を確認するためのトレンチ調査(2rnX2rnを9カ所）を実施し

た（図5)。 調査では、 遺構・ 遺物とも確認できなかったため、 トレンチを拡張せず、 発掘調査を終了

畑

山林

原野 A

B
 氾

c
 

畑
山林

山林

妍

畑

畑
図5 調査区内トレンチ設定図(S=1/500)
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した。

なお 、 第3 回試掘確認調査時で検 出 した トレンチ 4 ・ トレンチ 5 の溝状 遺構は、 本調査によって調

杏区 を直線的 に横切るこ とを確認 した。 こ の溝は、 埋土中 に現代 瓦片や ビ ニ ー ル 片が入るこ とや 現在

の地境とほ ぼ 重なるこ とから 、 現代 の溝と判 断 した。

発掘調資の経過 と 方法第 2 節

-, ... 一ー・
写真2

.,j ●●ー・ベ

写真 1 第4 ト レ ン チ溝の遠景

以下、 発 掘調査日誌 から抜粋 して 、 調査経過 を記述する。

調査 日 誌抄

平成13年度

地形測量実施。 調査区 までの仮設道 、 調査区の防談柵設置 。 基準点測量。

重機による表土掘 削 開始。

重機による表土 掘 削 終了 。 調査区画 設定 、 ベ ル トコ ン ベ ア 設置 。

調査開始。 調査区 を東区 ・ 西 区に分 け 、 東区南側 から包含層 掘 削 、 遺構検 出 、 遺構掘 削

を開始。

東区遺構掘 削 終了。

竪穴住居跡 l を検 出 。 掘 削 。

竪穴住居跡 l で弥生土器が まとまって 出土。 上 面の遺物出土状況図 の写真測量を実施。

西区の包含層 掘 削 、 逍構検 出 、 遺構掘 削 開始。

竪穴住居 跡 l の上 面の弥生土 器を取 り 上 げたあと、 下 面の遺物出 土状況 図 の写真測量を

実施。

遺構掘 削 ほ ぼ 終了。

空 中 写真測量実施。

現地公 開開 催 。

遺構面よ り 5 cmほ ど掘 り 下げ、 再度 遺構精査開始。 調査区 北側 で竪穴住居 跡 2 、 竪穴住

居跡 3 検出 。

掘 立柱建物跡 の確認。 エ レ ベ ー シ ョ ン図 の作成。

遺構実測 作業終了。

発 掘 調査終了。 機材搬出 。

5月25 日

5 月 28 日

6月 1 日

6 月 4 日

7 月 3 日

7 月 4 日

7月 5 日

7月 6 日

7月 19日

7月30日

8月 3 日

8月 4 日

8月 9 日

8月lO日

8 月 24 日

8 月 31日
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4 遺跡 ・ 遺物公開

平成 1 3年 8 月 4 日 に 現地公 開 を 開催 し 、 54名 の参加 を 得 た 。

5 遺物 ・ 調査記録の整理作業

6 

平成 1 4年度 に 出 土遺物 ・ 調査記録の 整理作業 を 行 っ た 。 作業 の 基本 的 な 流 れ は 次の と お り で あ る 。

遺物 の洗浄→土器の硬化剤処理→遺物 の注記→土器の接合→遺物 の実測 ・ 観察表の作成→

遺構 ・ 遺物実測 図 の 製図→遺物 の 写真撮影→ 図版作成→遺物 ・ 調査記録の収納 · 保管

な お 、 本報告書本文 の執箪 は 、 上記 の 作業 と 並行 し て 行 っ た 。

発掘調査及 び整理作業の体制 は 以下の と お り で あ る 。

平成 1 3年度 平成 1 4年度

理事長 服部 卓郎 服部 卓郎

専務理事兼事務局 長 成戸 宏二 成戸 宏二

常務理事兼経営部長 福 田 安 昭 福 田 安昭

経営部次長兼経営課長 福 田 照行 福 田 照行

調査部長 武藤 貞 昭 武藤 貞 昭

調査次長 片 桐 隆彦 片桐 隆彦

担 当 調査課長 柘植 卓伸 高木 徳彦

担 当 調査員 三 島 誠 三 島 誠

整理作業従事者 岩 田 の り 子 、 春 日 井典子、 高 田 桂子、 広 瀬 み ど り
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可児市 は 美濃三河高原 と 濃尾平野 の 境 に 位置 し て い る 。 平坦で な だ ら か な 丘陵地 と 木 曽 川 や 可 児 川

に よ っ て 形成 さ れ た 河岸段丘 で構成 さ れ る 。 市 の 北側 は 木 曽 川 と 可 児 川 に 挟 ま れ 、 こ こ に は 新生代 第

四紀 に 木 曽 川 に よ っ て 開 析 さ れ た 三段 の 河岸段丘が形成 さ れ る 。 本遺跡 は 、 こ の 河岸段丘 の 中 段 に あ

た る 下 恵土段丘上 （ 標 高so � I OOrn) の 北側 端郎 に 位置す る 。 本遺跡 の 南側 は 、 一段 高 い 禅台寺 山 段

丘 （ 標 高 約 1 20m ) 、 が広 が る 。 北側 は 一段低い今渡 • 土 田 段丘 （標高70 � 90rn) が眼下 に 広 が り 、 ま

た 、 木 曽 川 が一望 で き る 見晴 ら し の 良 い場所 に 立地す る 。 地 質 的 に 見 る と 、 遺跡 は 中 位 の段丘堆積物

と そ れ を 被 覆す る 木 曽 川 泥流層 （約 5 万年前 に 堆積） 上 に 形成 さ れ る （ 美濃加茂市教育委員 会 1 994 ) 。

周 辺 の 土地利 用 は 、 段 丘 の縁 に あ た る 調査 区 の 東 と 北 の 方 向 は 主 に 竹林が 占 め る 。 段丘平坦面 が広 が

る 南側 と 東側 は 、 伊勢湾台風 （ 昭和34年） 以後の土地改 良 に よ り 、 区 画 さ れ て い る 。 主 に 畑 地 や 果樹

園 と し て 利 用 さ れ て い る 。 本逍跡 も 調査前 は 、 北西の 一部 に 竹林 が 占 め る 以外 は 主 に 栗畑 や 桑畑 が広

が っ て い た 。

第 2 節 周 辺 の 遺跡

本遺跡 の 周 辺 に は 、 中 位段 丘 と 低位段 丘 を 中 心 に 逍跡が点在 し て い る （ 図 6 ・ 表 2 ) 。 こ こ で は 、

発掘調査 に よ っ て 内容が明 ら か に な っ た も の を 中 心 に 時代顛 に 概略 を 述べ る 。

旧 石器時代 の 遺跡 は 、 川 合追跡 (2 ) があ る 。 ナ イ フ 形石器 、 彫器等 の 旧 石器が出 土 し て い る 。

縄文時代 の遺跡 は 、 北裏遺跡 (5 ) . 宮之脇遺跡 (3 ) . 欠 ノ 上遺跡 (4) があ る 。 北裏遺跡 は 縄文時

代早期 か ら 晩期 ま で の 縄文土器が 出 土 し 、 晩期 の 合 口 甕棺 9 基 な どの遺構 を 検出 し て い る 。 宮 ノ 脇遺

跡 は 縄文時代 中 期 の 竪穴住居跡 l 軒 を 検出 し て い る 。

弥生時代 の遺跡 は 、 北裏遺跡 ・ 宮之脇遺跡 ・ 欠 ノ 上遺跡 ・ 神 崎 山 遺跡 · 猿塚遺跡 な どが確認 さ れ て

い る 。 神 崎 山 遺跡 は 弥生時代後期 の墳墓 と さ れ て お り 、 少 な く と も ! Om以 上 の 盛土 が構築 さ れ た 可 能

性が指摘 さ れ て い る 。 本遺跡か ら 南へ約 I km の 地 点 に あ る 徳野遺跡 (28 ) で は 、 縄文時代 の 竪穴住

居跡 l 基 の は か 、 弥生 時代 中 期 の 竪穴住居跡 2 軒 、 弥生 時 代 末 期 ～ 古墳 時 代 前 期 に か け て の 竪穴 住

居跡 5 軒 な ど を 検 出 し て い る 。

古墳時代 の 遺 跡 は 、 古墳が主 で 、 数基か ら 数百基で群 を な し て 分布 し て い る 。 東大寺 1 号墳 で は 、

粘土椰 の 主 体部 か ら ｛方製鏡片 や 銅 鏃 な どが出 土 し て い る 。 そ の 他 に 欠 ノ 上遺跡 · 顔戸南遺跡 で は 、 古

墳時代の 集落跡が見 つ か っ て お り 、 こ の 時代の 人 々 の生活の様子 も 明 ら か に な っ て き た 。

中 世以 降 は 、 今渡 の 金屋遺跡 ( 1 5 ) 付近 で鋳物 師が室 町 末期 か ら 戦 国 時代 に か け て 活動 し て い た こ

と が知 ら れ 、 こ こ で鋳造 さ れ た 梵鐘が東濃 一 円 と 飛騨 • 三河 • 木 曽 に 渡 っ て い る 。 金屋遺跡か ら 南へ

約 1 00m の 地点 に 位 置 す る 今渡追跡 ( 1 4) で は 、 中 世 の 火葬墓29基、 土坑墓57甚 を 確認 し 、 中 世 の 埋

葬方法の 一端 を 伺 う こ と がで き る 。
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表 5 周 辺 の 遺 跡一 覧表

( I ) 藤 田 坂遺跡 （弥生） (20) 藤之井辿跡 （弥生）

(2 ) 川 合辿跡 （縄文か ら 近 世） (2 1 ) 土 田 東 山迫跡 （縄文）

( 3 )  宮之脇 （ 旧 石 器か ら 近 世） (22 ) 鳴子西遺跡 （縄文）

(4)  欠之上遺跡 （縄文か ら 中 世 ） (23 )  土 田 北割 田 追跡 （古墳）

( 5 )  北裏追跡 （縄文か ら 鎌倉） (24)  北割 田 十 三塚古墳 （古墳）

(6)  西野辿跡 （古墳） (25 )  井之鼻辿跡 （縄文）

(7 )  土 田 袖 浦姐跡 （縄文） (26) 嗚子束辿跡 （縄文）

(8 )  八幡古墳群 （古墳） (27)  徳野陣屋跡 （江戸）

(9) 土 田 定安辿跡 （古墳） (28) 徳野遺跡 （縄文か ら 鎌倉）

( 1 0) 今渡船場 の 跡 （江戸） (29 ) 上野古墳 （古墳）

( 1 1 ) 今渡 島畑古墳 （古墳） ( 30) 上野辿跡 （縄文）

( 1 2 ) 土 田 東 山 2 号古墳 （古墳） (3 1 )  大森皿屋敷横穴4号古項 （古墳）

( 1 3 ) 土 田 東 山 （古墳） (32 ) 平 田 石 見守墓 （江戸）

( 1 4 )  今渡辿跡 （縄文か ら 室 町） (33 )  禅 台 寺 山 遺跡 （古墳）

( 1 5 )  今渡金屋遺跡 （近世） ( 34 )  上屋敷遺跡 （縄文）

( 1 6) /青水経塚 （ 中 世） (35 )  尾崎遺跡

( 1 7 ) 山 神 古墳 （古墳） (36 ) 野笹遺跡

( 1 8 ) 宿追跡 （縄文） (37)  牧野小 山追跡

( 1 9 ) 土 田 栄 町辿跡 （縄文）



第 l 節 基本層 序 I I  

第 3 章 甚本層序 と 遺構 ・ 遺物の概要

第 1 節 基本層序

藤 田 坂遺跡 は 、 木 曽 川 に よ っ て 形成 さ れ た 中 位段丘面 に位置 し て お り 、 比較的安定 し た 堆積状況 を

示 し て い る （ 図 7 ) 。 し か し 、 調 査 区 の 北側 は 重機 に よ る 削 平 を 受 け て い る た め 、 II 層 · ill 層 の 堆積

の 悪 い 部分が認め ら れ た 。 ま た 、 試掘確認調査の結果が示 す よ う に 、 南側 は II 層 · ill 層 の堆積が概 し

て 薄 い傾 向 に あ る 。

基本層 序 は 、 試掘確認調査 の 結果 を も と に I 層 か ら V 層 を 設定 し た 。 な お 、 遺構 は II 層 上面 、 W 層

上 面 で 確 認 し 、 そ れ ぞ れ 第 l 調 査面 、 第 2 調 査面 と し た 。 以 下 、 基本層 序 の I 層 か ら 順 に 説 明 を 行

゜

、
つ

I 層 ： 暗褐色粘 質 シ ル ト 層 。 表土層 。 調査前 は 栗畑 や 桑畑 と し て 利 用 さ れ て い た の で 、 一部 に 腐葉土

が混 じ る 部分があ る 。 部分的 に し ま り がな い 。 や や 粘性があ り 、 ほ と ん ど礫 を 含 ま な い 。

II 層 ： 黒褐 色 粘 質 シ ル ト 層 。 厚 さ は t o � 1 5cm程度。 中 軋以 降 の 遺 構 と し て 検 出 し た も の は 、 こ の 層

の 上 面 か ら 掘 り 込 ま れ て い た 。 や や し ま り があ る 。 粘性があ り 、 ほ と ん ど礫 を 含 ま な い 。

m 層 ： 鈍 い黄褐色 シ ル ト 層 • 弥生時代 の 遺物 包含層 。 や や し ま り があ る 。 粘性があ り 、 ほ と ん ど礫 を

含 ま な い 。

IV 層 ： 明黄褐色粘 質 シ ル ト 層 。 弥生時代 の遺構 と し て 検 出 し た も の は 、 こ の層 の 上 面 か ら 掘 り 込 ま れ

て い た 。 し ま り があ る 。 m 層 よ り 粘性が強 く 、 ほ と ん ど礫 を 含 ま な い 。

V 層 ： 黄褐色礫層 。 木 曽 川 泥流層 。 な お 、 こ の層 の 上面の標高 は 約96.400m で あ る 。

」圧 上

H=96.800 

゜ 1 m  

(S= 1 /40)  

図7 調査区南壁土層図

第 2 節 遺構 ・ 遺物の概要

1 遺構の概要

調 査 は 、 第 1 調 査 面 • 第 2 調 査面 の 2 回 に 分 け て 行 っ た 。 検 出 し た 遺 構 は 、 竪穴住居跡以外すべ

て 土 坑 で あ る 。 土 坑 の 大 半 は 上端 の 直径が I m以 内 で あ っ た の で 、 調査時 で は 、 l m以 上 の も の を 含
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め て 「 S K 」 の 略号 に 通 し 番号 を つ け た 。 計447基 (SK I � SK447 ) の 土坑 を 確認 し た 。 こ の う ち 、 攪

乱や倒 木痕 と 思 わ れ る 穴 は 登録 を 取 り 消 し 、 欠番 と し た。 さ ら に 土坑が直線上 に 並 ぶ も の や 柱痕状の

堆積状況 を 確認 で き る も の を 整理 し 、 掘立柱建物跡 ・ 柵 を 認定 し た 。

こ の 結果 、 以 下 の と お り と な る （表 6 ) 。

第 1 調 査 面 で 直 線状 に 並 ぶ 土坑 を 5 基確認 し た 。 こ の 土坑の 北側 に 第 2 遺構面 で は あ る が 、 軸 を

合 わ せ て 等 間 隔 に 並 ぶ 土坑 を 確認 し た 。 第 l 調査面 の遺構が、 堀 立柱建物跡 の柱穴列 の 一部 と 判 断で

き た た め 、 堀 立建物跡 l 軒 を 第 l 調 査面 の 遺構 と し た 。 こ の 面 の 遺構 は 、 遺物 を 伴 わ な い 。 S K399 の

上面 で 、 山 茶碗 （大畑大洞 4 号窯 期 ） 1 点 が 出 土 し た た め 、 中 世 の 遺構 と 考 え た が、 後述 （ 第 6 章）

す る よ う に 、 遺構の 長軸が弥生時代 の も の と 合 う こ と か ら 、 弥生時代 に 遡 る 可能性 も あ る 。

第 2 調 査面 で は 、 竪穴住居跡 3 軒 、 堀 立柱建物跡 7 棟 、 柵 5 条 、 土坑342基 を 確認 し た 。 調査面の

出 土遺物 か ら 、 弥生時代 中 期 後半 の 遺構 と 思 わ れ る 。

表 6 層位別遺構一 覧表

辿構調査面 時期 時 代 区 分 土器型式 土器編年への対応 竪穴住居跡 掘立柱建物跡 柵 土坑 合計

II 陪 上面 I 期
弥生時代

高蔵式 美漑 IV ー 2様式 ゜ I ( I O) ゜ ゜ I 
中 期 後半

W 層 上面 II 期 中 世 以 降 大畑大洞 4 号 窯 式 3 ( 9 )  7 (66) S ( 2 1 )  243 258 

合計 3 8 5 243 259 

※ （  ） 内 は 追 構 に 伴 う 土坑数 を 示す 。

※ 上記表 中 の年代 は 、 研究者 に よ っ て 見解が異 な る 。 目 安 と し て 参照 さ れ た い。

3 遺物 の概要

出 土 し た 遺物 は 、 山 茶碗 l 点 を 除 き 、 他 は すべて弥生時代 の も の で弥生土器 1 00 1 点 、 石器32点が出

土 し た （ 表 7 ・ 表 8 ) 。 そ の ほ と ん どが竪穴住居跡 l 出 土 の 遺物 で あ る （表 9 ・ 表 1 0) 。 土器の 内訳 は 、

細 頸壺 ． 壺 類 ・ 甕 （ 条 痕 ハ ケ 目 ） 、 浅鉢 で あ る 。 石 器 の 内訳 は 、 打 製 石 斧 ． 粗 製 石 器 · 小 型 剥 片 石

器 ・ 敲石 ・ 磨 石 • 石製品 ・ 連続的 な 剥 離 を 施す剥片 （以下 「 R F 」 と す る ） ． 微細 な 剥 離痕 を 残す 剥

片 （ 以下 「 U F 」 と す る ） ． 剥 片 • 石核 で あ る 。 以上の遺物 の 個 々 の 分類 や 年代観 は 、 既存 の 分類 や

編年 に 従 っ た （ 藤 田 ・ 高木2002蔭 山 ・ 石黒 1 998 ) 。 ま た 、 土器類 の 出 土贔 は 、 1 cm以上 を 破片 を 対 象

に 個 体識別 を 行 っ た う え で破 片 数 や 個 体数 を 表 に し た （表 1 0) 。 石器 は 、 す べ て の遺物 を 対 象 に 器種

別 点 数 を 表 に し た （ 表 1 1 ) 。 な お 、 土器観察表 に は 、 胎土 ・ 調整 • 色調 · 文様等 を 掲載 し て い る た め 、

文章 中 で の重複 は 極力 避 け 、 器形 ・ 時期等 を 判 断す る 指標 を 載せ た 。 同様 に 石器観察表 に は 、 石材 ・

質量 • 長 さ ・ 幅 • 厚 さ を 掲載 し て い る た め 、 剥 片 石 器 は 調整剥 離の特徴、 礫石 器 は 礫 の 形状や 使 用 痕

の 有無 及 びそ の 部位 を 記載 し た 。



表 7 土器類 出 土点数表
弥生土器 細頸壺 9← 叫』,. 甕 （ 条 痕 ）

破 片 数 595 
％ 59.4% 

表 8 石器類 出 土点数表

石 器 打 製 石 斧 粗 製 石 器

� 
3 I 

9.4% 3 1 %  

42 28 
4 .2% 28% 

小 型 剥 片 I 敲石石器

I I 
3 1 % 3 1 %  

表 9 個体別 出 土土器 一 覧表

遺構

個体 竪穴住居跡 ］
器種

番号
SK SK S K  S K  S K  
343 346 348 354 356 

I I 3 1  
2 69 
4 28 

細 頸壺
5 52 I 
6 
8 

1 3  
1 5  

盆ギ 7 

甕 （ 条 痕 ）
3 

1 1  

甍 （ ハ ケ 目 ）
1 0  
1 6  

浅鉢 ， 

1 2  
1 4  

不 明 1 7  
不 明 6 I I 42 

6 2 I 222 I 

第 2 節 遺構 ・ 辿物 の 概 要

甕 （ ハ ケ 目 ） 浅鉢 不 明 合計
1 4  1 5  307 1 00 1  

1 4% 1 .5% 30.7% 1 00% 

I 磨 ―石 I 石 製 品 I RF I U F  I 剥 片 I 石 核 I 
3 3 3 2 1 4  I 

94% 94% 9.4% 6 .3% 43 .8% 3 . 1 %  

現代溝 ・ 倒 木 痕 包含膀
掘立柱

建物跡 2
溝 l 溝 2 溝 5 倒 木 倒 木 I\「 層 小計

埋土
痕 l 痕 2 一括

S K222 

2 1 5  2 I 250 : 
37 1 06 : 
78 1 06 : 
32 85 : 
33 33 : 
， 9 : 

4 4 : 
2 2 : 

37 s 42 : 
2 1  I I 23 : 

5 5 : 
I 4 4 9 :  

5 5 : 

7 8 1 5 : 
， 9 :  

3 3 : 
5 5 : 

1 95 I 1 2  2 5 7 5 1 3  290 : 
664 I 1 9  3 1 7  22 27 1 6  1 00 1 : 

※ 溝 I ・ 溝 2 · 溝 5 は 、 ビ ニ ー ル 片 や現代瓦が 入 る こ と か ら 現代 の 溝 と し た 。

表 1 0 石器 出 土 一 覧表
追構 現代溝 ・ 倒 木痕 包含層

器種
竪穴住居跡 l 内 の 土坑 土坑

倒 木 倒 木 N 層 合計
S K  S K  S K  S K  S K  埋土 SK I 03 

溝 I 溝 3
痕 l 痕 2 一括

345 347 349 367 379 

打 製 石 斧 I 2 3 

粗 製 石 器 I I 

小 型 剥 片 石 器 I I 

敲 石 I I 

磨 石 2 I 3 

石 製 品 3 3 

RF I I I 3 

UF I I 2 

剥 片 I I I 5 I I 2 2 1 4  

石 核 I I 

I I I I I 1 4  I I ゜ 2 I 8 32 

※ 溝 I · 3 は ビ ニ ー ル 片 が 入 る こ と か ら 、 現代 の 溝 と し た 。

1 3  

合計

32 
1 00% 

合計

595 
42 

28 

1 4  
1 5  

307 
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Y= - 1 1 . 0 1 0  Y= - 1 1 .000 Y= - 1 0 .990 Y= - 1 0 .980 

卜lL[
-

0
 C:
9
"£
9
 ,

11

x

 

〇
寸
9

'

8
9,

11

x

 

O

N
 9
"8
9
 

,

11

x

 

0
8
9"
8
9
 ,

11

x

 

0
8
9
"8
9
 ,

11

x

 

Ov
9

'

8
9 ,

1 1

x 

怠゜I o 

� 

゜

° 。
I 
lJ 

゜

し A
.

o。
'-\' 

CJ) 0 

I I  

�
0 0 ©。

X 

＋ 

0
 g
g·
s
g
 ,

11

x

 

0
 9
9
'8
9
 ,
11

x

 

o
I

 (S= 1 /250) 

m
 

o
i

 

ー

Y= - 1 1 .0 1 0  Y= - 1 1 .000 Y= - 1 0 .990 Y= - 1 0 .980 

図8 主 な 遺構 の 位 置 図



第 4 章 藤田坂遺跡の遺構 と 遺物

第1節 第1 調査面 の 遺構

掘立柱建物跡 5 ( 図 9 、 図版 2)

第 l 節 第 1 調査面 の 調査 1 5  

調査区南側で検 出した。 遺構の南側は調査区外であったが、 SK179· SK22· S K443· SK6に平行す

る土坑列が予 想されたため 、 南側 を拡張し、 SK39 6� SK399 を検出した。 いずれも弥生時代の土坑と

比較すると規模· 深さとも大 き く 、 底面 も平坦 となる。 遺物は認められなかったため 、 帰属時期は不

明 である。

第 2 節 第 2 調査面 の 遺構 と 遺物

1 竪穴住居跡

( 1) 竪穴住居跡 1 ( 図 1 0 · 1 1 、 図版 2)

①調査経過

調査区南側で検 出 した。 住居の炉 跡 ・ 柱穴跡 ・ 周 壁溝が長軸を揃えて大小二軒分 （竪穴住居跡l

（新）． 竪穴住居跡I ( 古） とする）を検出した。 小さな 住居跡 ： 竪穴住居跡I ( 古） の周 壁溝が、 大

き な 住居跡 ： 竪穴住居跡I (新）の周 壁溝· 炉穴に切られる。 この2 つの 住居跡は、 長軸 を合 わ せて

広 げていることから、拡張したものと思 わ れる。 竪穴住居跡I ( 古） は、 長軸4 .28m、 短軸3 .42mで、

平面 形が長方形 を呈する。 住居の内側は、 周壁溝に沿って焼土が堆積 していることから、 焼失家屋と

思 わ れる。 柱穴配置 からS K337· SK375· SK357· SK347 を柱穴とした。 柱痕跡は確認出来 なかった。

いずれの遺構 も径が小さ く 深 い。 炉 は 住居の北西で検出 した( SK372)。 悶 土は焼土 ・ 炭化物を多 く

含ん でいた。 竪穴住居跡l (新）は、 長軸6.58m、 短軸3 .98mで、 平面 形が長方形 を呈する。 柱穴配置

からS K358· S K358· S K357· SK34 6を柱穴とした。 このうち 、 柱 痕跡を確認で き たのは、 S K359 ·

SK357 である。 いずれの遺構も、 径が小さいが深い。 炉 は住居の北西で検出 した( SK357)。

②出 土遺物

弥生土器• 石器 （下呂 石製剥片• 石製 品 ・ 打製石斧· 粗製石器）が出土した。
弥生土器 （ 図27 1 -6 、 図28 7 -21 、 図29 33) 

1� 5 は接合 しなかったが、 胎土· 調整 ・ 焼成 の特徴や復元した径が同 一のため 、 同 一個体 とした

（個体 番号 I )。 細頸壺で、口縁端部 は片口 状になる。 胴部 はそろ ばん 玉形に張り出し、 底部には脚 台

がつ く 。 文様は、 口 縁部 に凹線文を4 条 巡らし、 その直 下に、 櫛 描 羽 状文を施す。 頸 部 は簾 状文、

胴 部は櫛描 直線文、 波 状文 を 施す。 6 は口 縁部 ・ 頸 部 がないが、 細 頸壺 と思 わ れる（個体 番号 2 )。

胴部に櫛描直線文• 羽 状文を施す。 調整は胴 部 内外面 とも、 指 ナ デ後、 ハ ケ 調整を行う。7 は条痕 系

深鉢 （個体 番号 3) である。 全体に焼成 後と思 わ れる変形 が観察で き る。 口 唇部 は片口 状で、 斜位の
条痕、口縁部 から胴部上半は横位の条痕、 胴部 下半は、 羽 状に条痕 を施す。 口 縁内面 は櫛描列点文を

施す。 この部 分には、 白 色物質が発泡した状態で付着する。8 は細頸壺の胴部 資料で上半に櫛描直線
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第2 節 第2 調査面 の調査 1 9  

文、 波 状文 ( 5 本単位）を施す。9 は台付甕の脚部 である。10 は甕で口唇端を刻む。11· 1 2は壺の胴
部 上半部 分の破片で羽 条の櫛描文を施す。13· 14 は細頸壺である。 胎土 ・ 調整 ・ 器厚が類 似すること
から同 一個体 と思 わ れる。13 は凹線文を4 条巡らしたあとに、 その直下に斜め に櫛描直線文を施す。
14 は縦ハ ケ 調整後、 横線を描 く 。15· 1 6は器形 ・ 文様から高杯か 浅鉢で胎土 ・ 調整 ・ 器厚から同 一個
体 と思 わ れる。15 は凹線文を5 条、1 6は扇形 文を施す。17 は細頸壺の胴部 上半で縦方向のハ ケ 目調整
後、 櫛描直線文を7 本描 く 。18 は細頸壺の胴部 上半で縦方向のハ ケ 目調整後、 櫛描直線文 • 波 状文を
描 く 。19 は器種 不 明 の口縁部片である 。 20 は甕の口縁で内外面 とも横方向のハ ケ 目調整を行う。 端部
は刻む。 21 は叩 き 痕の残る甕の胴部片である。33 は炉 跡 (SK354) で出土した細頸壺の胴部 上半資料

である。 櫛描波 状文• 直線文を描 く 。

石器 （ 図30 4 1 -44 、 図31 45-49) 

41 は下 呂 石製の剥片で、 背面 に 原 礫面 を大 き く 残す。4 2· 43 は石製品 である。 いずれも凝灰 質 シ ル
ト岩製である。4 2はさいころ 状に平面 を3 面 もつ。43 は平面 部 分に断面 三角形 の溝が1 条走る。45 は
打製の粗製石器である。 形 態 的には打製石斧 と類 似するが、上辺と側辺に直線状の刃部 を形成 する。
49 は叩石で円礫を利用し、 長軸端に敲打痕を残す。 礫表面 は被熱のため 、 赤化している。48 は多孔質

の安山岩を利用した磨石である。50 は砂岩の円裸を利 用 した磨石である。

八い―

り

い 0

‘ 

゜

· ' 
゜

愈．
図 o

゜ 50cm 

(5=1/20) 

図1 2 竪穴住居跡 1 の弥生土器 出土状況 （竪穴住居跡 1 内 炉 ）



20 第 4章 藤 田 坂遺跡の過構 と 迫物

SK358 
N 

96.900 

s
 

I 7 .5 YR 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し 。 径 2m m 以
下 の 礫を少磁含む。

2 7 .5 YR 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し 。 黄 褐 色土

( I O YRS / 6) が混 じ る 。

N 

97.200 

SK346 SK347 

SK359 
N 

96.900 

l 7 .5 YR 2/ I 黒色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し 。 径 2m m 以
下の礫を少祉含む。

2 7.5 YR 2/ I 黒色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し 。 し ま り の
な い 黄 褐 色土 ( 10 Y R5 / 6) が
混 じ る 。

SK354 

S N 
2 97.200 

I 7 . 5 Y R 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し。 径 2m m 以
下 の 礫を少絨 含 む。 炭 化物を
少最含 む。

2 7 . 5 Y R 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し。 少 屈 の 褐
色 シ ル ト ( 2.S YRS /6)を含 む。

SK337 

N 
97.200 

s
 

I 7 .5 YR2/ l  黒 色 シ ル ト。 や や 粘
質 で し ま り な し。

2 I O YRS / 6  黄 褐 色 シ ル ト。 や や
粘 質 で し ま り な し 。 少 鑓 の 褐
色 シ ル ト ( 2.5 YR5 / 6)を含 む。

SK375 

N 
96.900 

s
 

a

 

s
 

SK357 
N 

96.900 

s
 

図13 竪穴住居跡 1 の柱穴 ． 炉

4
 

I 2 .5 YR 4/ 6  オ リ ー プ褐色 シ ル ト。 や
や 粘 質 で し ま り や や な し。

2 I O Y R5 / 6  黄 褐 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り や や あ り 。

3 I O Y R5 / 6  黄 褐色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 量 の 褐 色 シ ル ト
(2.5 YR5 / 6)を含 む。

4 I O Y R5 / 6  黄 褐 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

a 
s 

I 7 . S YR 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や
や 粘 質 で し ま り な し 。 径
2m m 以 下 の 礫を少屈 含 む。
炭化物を少屈含 む。

2 7 . S Y R 2/ I  黒 色 シ ル ト。 や
や 粘 質 で し ま り な し 。 少批
の 褐 色 シ ル ト ( 2 . S Y RS / 6)

を含 む。

E b 

I 2.S YR5 /8 明赤褐色 シ ル ト。
焼土。 や や し ま り あ り 。

2 I O YRS / 6  黄 褐 色 シ ル ト。
や や 粘 質 で し ま り な し 。 少
醤の褐色 シ ル ト ( 2.S YR5/6)

を含 む。

b
 w 

97.200 

N 
96.900 

SK372 

s
 

I 7 . S Y R 2/ I  黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質 で
し ま り な し。 焼土 ・ 炭化物少枇含 む。

゜ 1 m  

(S= 1 /25) 
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(2) 竪穴住居跡 2 · 3 ( 図 1 4 、 図版 2 )

①調査経過

第2節 第2 調査面 の 調査 2 1 

調査区北側で重複して検出 した。 側壁溝の切 り合いから竪穴住居跡 2 より竪穴住居跡3 が新しい
と思 わ れる。 いずれも竪穴住居跡としたが、 住居の炉 跡 ・ 柱穴跡は認められなか っ た。 時期は、 遺構

内から遺物が出土しなか っ たため 、 不 明 である。 ただし、竪穴住居跡の一部 を壊す形 で検出した倒 木
痕 1 ( SKI0 2) ・ 倒 木痕 2( SKI 1 2) から弥生土器が出土していることから、 弥生時代の遺構と思 わ れ

る。 ここでは遺構出士ではないが、 竪穴住居跡 2· 3 に関連する倒 木 痕 l ・ 倒 木痕 2 の逍物について

説明を行 う 。

②出 土遺物

倒 木 痕 I ( S K  I 0 2) から弥生 土器が出 土した( 22� 25· 27· 28)。 22· 23は甕 の口縁 と思 わ れる。

24· 25は壺の頸部 と思 わ れるが、 器面 が摩耗しているため 、文様· 調整は不 明 である。 27 は台付甕の

脚部 。 である。 28は甕 の底部 である。 倒 木痕 2( SK l 1 2) から弥生土器27 点、 石器 l 点が出 土した

( 26· 29�3 2)。 26は壺の頸部 と思 わ れる。 ハ ケ 目 調整の後 、櫛描直線文· 列点文を施す。 29· 30は細

頸壺の胴部上半。 ハ ケ 目 調整の後 、 櫛描直線文を描 く 。3 1· 3 2は条痕系甕である。 胎土 ・ 調整 • 色調

が類似することから同 一個体 と思 わ れる。3 1 は胴部上半で横位に条痕調整を行 う 。3 2は底部 資料で胴

部外面 は縦方向に条痕 、 底部外面 は網代痕を残す。5 1 は花 岡岩の円礫を利用した磨石である。

2 掘立柱建物跡

( 1 ) 掘立柱建物跡 1 ( 図 1 5 、 図版 2 )

調査区西側で検出した、 西隅を欠 く 2 間 X 3 間の建物跡である。 この う ち 柱 痕跡を確認したのは、

SK298· SK29 l· SK287 である。 その他の土坑は柱痕跡を確認出 来 なか っ たが、 いず れの土坑もほ ぽ

円形に近い平面 で上端の直径が小さい。また、壁が直立に深 く 掘られていることから柱穴と判断した。

遺構内からは逍物は認めらないが、 方位軸から弥生時代の逍構と思 わ れる。

(2) 掘立柱建物跡 2 ( 図 1 6 、 図版 2 )

調査区西側で検出 した。建物の東側を欠 く ため 、 全体 の規模は不 明 である。 SK222は、 棟持 ち 柱 と

考えたが、中心軸からややず れることから、 この遺構に伴 わ ない可能性がある。 その他 の土坑は

S K224 以外、 柱 痕跡を確認出来 なか っ た。 いず れの土坑も径が小さいが、 深いことから柱穴と判断し

た。 遺物は認められないが、 方位軸から弥生時代の遺構と思 わ れる。

(3) 掘立柱建物跡 3 ( 図 1 7 、 図版 2 )

調査区西側で検出 した。建物の東側を欠 く ため 、 全体 の規模は不 明 である。 土坑は、 SK225 を除い

て柱 痕跡を確認出 来なか っ た。 遺物は認められないが、 方位軸から弥生時代の遺構と思 わ れる。

(4) 掘立柱建物跡 4 ( 図 1 8 、 固版 2 )

調査区西側で検出した。建物の東側を欠 く ため 、全体 の規模は不 明である。遺物は認められないが、
方位軸 から弥生時代の遺構 と思 わ れる。

(5) 掘立柱建物跡 6 ( 図 1 9)

調査区北側で検出した 2 間 X 6 間 の建物である。 調査区北側は IV 層上面 まで重機の爪痕が激し く

残 っ ていたため 、 いず れの土坑も上面は削平されていた。 このため 、 土坑は非常に浅い。 土坑の覆土

には、 遺物は認められないが、 方位軸から弥生時 代の遺構と思 わ れる。
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24 第4 章 藤 田 坂追跡の辿構 と 辿物

(6) 掘立柱建物跡 7 ( 図20)

調査区西側で検 出した建物跡である。 調査区北側はIV上面 まで重機によ る爪痕が激し く 残っていたた

め 、 一部の土坑の上面は削平されていた。 土坑は柱痕跡を確認 出 来なかった。 いず れの土坑も径が小さ

いが、 深いことから柱穴と判 断した。 遺物 は認められないが、方位軸から弥 生時代の遺構と思 わ れる。

(7) 掘立柱建物跡 8 ( 図20)

調査区北西側で検出 した。 全体の規模は不 明である。 土坑はSK225 を除いて、 柱 痕跡は確認出来 な

かった。 遺物は認められないが、方位軸から弥 生時代の遺構と思 わ れる。
3 柵跡

( 1 ) 柵 1 ( 図22)

北から順にSK412· SK408· SK313· SK314 を柵跡と判 断した。 遺物は認められないが、 方位軸から
弥 生時代の遺構と思 わ れる。

(2) 柵 2 ( 図22)

北から順にSK31 9· SK320 · SK407· SK32 6· SK30 2 、 これと直交するSK448· SK133 を柵跡と判 断

� ((l \1
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図16 堀立柱建物跡 2
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した。 当 初 は 掘 立柱建物跡 か と考 え たが、 並行する土坑 を確認 出 来 な かったため 、 柵跡 とした。 遺物

は 認 められな いが、 方 位軸 から 弥生時代 の遺構と思 われる。

柵 3 ( 図23)
北 から順 にS K2SS · SK400 · SK406 を柵跡 と判 断 した。 こ のうち 、 SK2SS で柱痕跡 を確認 した。 遺物

は認められな いが、 方 位軸 から 弥生時代 の遺構と思 われる。

柵 4 ( 図23)

北 から順 にS KS I · SK36 · SK l94 を柵跡 と判 断 した。 こ のうち 、 SKS I で柱痕跡 を確認 した。 遺物は

認められな いが、 方 位軸 から 弥生時代 の遺構と思 われる。

柵 5 ( 図23)
北 から順 にS K4 l 3 · S K229 · S K227 · S K20 I を柵跡 と判 断 した。 柵 5 は 柵 4 と並 行 し、 間 隔 も同 等

であるこ とから 掘 立柱建物跡 の可能性 もあるが、 直交する土坑 を検出 でき な かったため 、 柵跡 とした。
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SK299 
N 

96 .900 2 
s

 

I 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 批 の 褐 色 シ ル
ト (2 . 5YR5/6) を 含 む 。

2 2 . 5YR4/6 オ リ ー ブ褐 色 シ ル ト 。
や や 粘 質 で し ま り や や な し 。

SK292 
N 

96.900 
s_

 

I 2 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

SK290 
N 

96.900 
s

 

I 7 . SYR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 批 の 褐 色 シ ル
ト (2 .S YRS/6) を 含 む 。

2 I OYRS/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。

SK1 55 
N 

96.900 
_§_ 

SK298 
N 2 2 S 

96.900 

I 7 .5 YR2/ l 黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 拡 の 褐 色 シ ル
ト (2 . 5YR5/6) を 含 む。

2 I OYRS/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。 少 祉 の 褐 色 シ
ル ト (2.5 YR5/6) を 含 む 。

SK29 1 
w 

96.900 
E

 

1 7 .5YR2/ l  黒色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 梵 の 褐 色 シ ル
ト (2 .SYRS/6) を 含 む。

2 I OYRS/6 黄褐色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。 少 屈 の 褐 色 シ
ル ト (2 .SYRS/6) を 含 む 。

SK287 
N ― 2 

96.900 

s

 

I I OYRS/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。

2 2 .5YR4/6 オ リ ー ブ褐 色 シ ル ト 。
や や粘 質 で し ま り や や な し 。

3 7 .5YR2/ I 黒色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 拡 の 褐 色 シ ル
ト (2.5YR5/6) を 含 む。

SK21 9 
N 

96.900 

s_

 

I 2 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質 I 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 醤 の 褐 色 シ ル で し ま り な し 。
ト (2 .5YR5/6) を 含 む 。

図24 土坑①

SK332 
N 

96 .900 

s

 

I 7 .5YR2/ I  赤 黒 色 シ ル ト 。 や や粘
質 で し ま り な し 。

N-

00

4
 

，
 

6
 
，

 

SK289 

2 4
 

s

 

I 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 2 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

3 I OYRS/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。

4 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 枯 の 褐 色 シ ル
ト (2.SYRS/6 ) を 含 む 。

SK224 
N 

96.900 2 

s＿
 

I 2 . 5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 I OYRS/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
骰 で し ま り な し 。 黒 色 シ ル ト

(7 .5YR2/ I ) を 少賊 含 む 。
3 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質

で し ま り な し 。

SK225 
N 

96.900 

s

 

I 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 I OYR5/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。 黒 色 シ ル ト

(7 .5YR2/ I ) を 少砿含 む 。

゜ 1 m  

(S= 1 /25)  



SK1 54 

N 
96 .800 

s_
 

I 7 .5 YR2/ I 黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 I OYRS/6 黄 褐 色 シ ル ト 。 や や 粘
質 で し ま り な し 。 黒 色 シ ル ト

( 7 .5YR2/ I ) を 少屈 含 む 。

S K386 

N 
96.900 

_§_ 

I 2 . 5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 屈 の 褐 色 シ ル
ト (2.SY RS/6 ) を 含 む 。

2 I OYR2/2 黒 褐 色 シ ル ト 。 し ま り
あ り 。

3 2 . 5YR4/6 オ リ ー ブ褐 色 シ ル ト 。
や や 粘 質 で し ま り や や な し 。

SK22 

N 
96.900 

s_
 

I 7 .S YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 I OYR3/ I 黒 褐 色 シ ル ト 。 し ま り
やや な し 。 褐色 シ ル ト (2.SYRS/6)
を 多 く 含 む

SK1 24 

E 
96 .800 

I 7 . 5YR2/ I 黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 2 .5YR4/6 オ リ ー プ褐 色 シ ル ト 。
や や 粘 質 で し ま り や や な し 。

SK2 1 2  

N 
96.800 

s_
 

I 7 . SYR2/ I 黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

SK43 

N 
97.000 

s
 

I 7 .5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 2 .5YR2/ I  黒色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 拭 の 褐 色 シ ル
ト (2 .5YR5/6 ) を 含 む 。

SK6 
z

 
s

 96.900 96 .800 

第 2 節 第 2 調査面 の 調 査 3 3  

SK1 57 

N 
96 .700 

s
 

I 7 . 5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

SK39 

E 

97 .000 

w 

I 2 . 5YR2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り あ り 。

2 2 . 5YR2/ I 黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 屈 の 褐 色 シ ル
ト (2 .SY RS/6 ) を 含 む 。

SK1 20 
N 2

 

s
 

I 2 . 5 Y 2/ I  黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質

I 7 .5 YR2/ I 黒 色 シ ル ト 。 や や 粘 質 で し ま り あ り 。

で し ま り な し 。 2 2 . 5YR4/6 オ リ ー ブ褐 色 シ ル ト 。
や や 粘 質 で し ま り や や な し 。 褐
色 シ ル ト (2 .5YR5/6 ) を 含 む 。

SK231 

W N 
96.800 

I 7 .5YR2/ l  黒 色 シ ル ト 。 や や
粘 質 で し ま り な し 。

2 7 . 5YR2/ I 黒 色 シ ル ト や や 粘
質 で し ま り な し 。 少 砿 の 褐 色
シ ル ト (2 .5YR5/6) を 含 む 。

3 7 . 5YR2/ l 黒 色 シ ル ト 。 や や
粘 質 で し ま り な し 。

図25 土坑②

SK1 2 1  
S N 

96 .900 
牟

I 7 . 5 Y R2/ I 黒 色 シ ル ト 。 や や
粘 質 で し ま り な し 。 少 批 の 褐
色 シ ル ト (2.SYRS/6) を 含 む。

2 I OY RS/6 黄 褐 色 シ ル ト や や
粘 質 で し ま り な し 。

゜ 1 m  

(S= 1 /25) 
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SK1 1 4  

N 
96.900 

I 2.5YR 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り あ り 。

2 7.5YR 2/ I  黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し。

SK302 

N 
96.900 

s
 

I 7.5YR 2/ I 黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 批 の 褐 色 シ ル
ト (2.5YR5 / 6)を含 む。

2 I O YRS / 6  黄 褪 色 シ ル ト。 や や 粘
質 で し ま り な し 。

N 
97.000 

SK51 

2 
s

 

I 7.5YR 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 2 . 5YR 4/ 6 オ リ ー プ褐色 シ ル ト。
や や 粘 質 で し ま り や や な し 。 褐
色 シ ル ト (2.S YRS / 6)を含 む。

SK201 

N S 
96.900 

I IO YRS / 6  黄 褐 色 シ ル ト。 や や 粘
質 で し ま り な し 。

2 2.5YR 4/ 6 オ リ ー ブ褐 色 シ ル ト。
や や 粘 質 で し ま り や や な し。

s
 

SK31 4 

N ― 2 
96.900 

2
 

s
 

I 7 .5 YR 2/ I  黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し。

2 7.5YR 2/ I 黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 褐 色 シ ル ト
(2.5YR5/ 6)を多 く 含 む。

SK1 33 

N 
96.900 

s_
 

I 7 . S YR 2/ I  黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 7 . S YR 2/ I  黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 褐 色 シ ル ト
(2.S YRS / 6)を多 く 含 む。

SK36 

N 
97.000 

牟

I 7 . S YR 2/ I  黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り あ り 。

2 7.S YR 2/ I  黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 褐 色 シ ル ト
(2.S YRS / 6)を多 く 含 む。

図26 土坑③

SK320 

N 
96.900 

s
 

I 7.S YR 2/ I  黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 少 鼠 の 褐 色 シ ル
ト (2.S YRS / 6)を含 む。

SK255 

N 
96.900 

s
 

I 7 . 5YR 2/ I  黒色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。

2 7.5 YR 2/ I  黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し 。 褐 色 シ ル ト
(2 .5YR5/ 6)を多 く 含 む。

N 
96.800 

SK1 94 

2 s_
 

I 7 . 5YR 2/ I 黒 色 シ ル ト。 や や 粘 質
で し ま り な し。

2 2.5YR 4/ 6 オ リ ー プ褐色 シ ル ト。
や や 粘 質 で し ま り や や な し。

゜ 1 m  

(8= 1 /25) 
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表 1 1 竪 穴 住 居 跡 の 属 性 一 覧表

I 逍構名 I 地 区 名 II 、1'1f1fJfi 1{ 哨Ii ( m )  

竪穴 Lt届粉 l 新 F4 艮 }J' 形 42 
竪穴仕/;,;跳 l 占 F4 L{ Ji Jf; 66 
竪穴住居跡 2 84 }j形 43 
竪穴仕居跡 3 C4 長 ）j形 52 

表 1 2 掘 立 柱 建 物 跡 ・ 柵 の 属 性 一 覧 表

追 構 名 地 ［メ．． 名 構造 ( 1111 ) 桁行 ( 111 )

柑位．柱建物跡 l E2 2 X 3 49 
掘 立柱建物跡 2 B6 �; 1リl
掘 立柱建物跡 3 C6 2 X 2 以 / ·
掘立杵建物跡 4 D6 2 X 2 47 
拙 立柱建物跡 5 HS 2 X 3 30 
掘立柱建物跡 6 A4 2 X 6 7 3 
掘 立柱建物跡 7 82 2 X 2 44 
掘 立柱建物跡 8 C l 不 明

柵 l C2 
柵 2 D2 
柵 3 F l 
柵 4 FS 
柵 5 GS 

表 1 3 各 土 坑 の 属性
一 覧表①

短軸 ( m l I 1r1i 梢 ( 111' )
40 1 6  8 
40 264 
39 1 6  77 
38 1 9  76 

梁 1/11 ( 111) 面W (m') 
26 1 2  74 

26 
1 9  8 93 
59 1 77 
33 2009 
1 9  8 36 

第 2 節 第 2 調 査 面 の 調 査 3 5  

軸 の ）Tf立 !Iii兵 IIかJYJ
N37 5 ゜ E 1 期 か
N37 5 ゜ E I Jりl か
N l 5゜ w 1 期 か
N405 ゜ E 1 期 か

軸 の ）J位 m, 討 II寺JりJ
N44 5゜ W [ )�] か
N49゜ w 1 期 か
N50゜ w 1 期 か
NS I ゜ w 1 期 か
N55 ゜ W U 期 か
N73 5 E  1 期 か
N55 ゜ E 1 期 か

1 期 か
N26゜ W l J�J か
N35 ゜ W 1 期 か
N I S゜ E I JU) か
N29゜ E I )り） か
N29゜ E 1 期 か

上坑番号 遺 構 名 検 出 培 位 、l' 1(1i Jf;
I端 ( m) ド端 ( 111 ) 深 さ 投 上 の状況

H: o!ih H: 短軸艮 艮 軸 L{ 知 軸 艮 ( 111 ) 堆梢状況 堆積附
337 翌穴fl:居跳 l IV /i'i  I'! 形 026 0 23 02 0 08 03 l"llkJiW, 2 
346 竪穴 ft 屈跡 l IV \'l 円 形 04 0 26 0 1 8  0 1 6  06 H!h1犬lit村t 2 
347 翌穴 fi'//ii亦 l IV 培 ィ滉 冬 I 「 J 形 0 48 0 38 02 0 1 7  0 62 �l:Jii1R月Hi'i 2 
354 竪 穴 ft/,';跡 l IV �'l 円 形 07 07 06 05 0 1  [ll[ jk月1:W 2 
357 竪穴住居跡 l IV !\'1 イ4 整 I ' ! 形 0 58 0 53  0 55 048 0 68 UJiiik!IHi't 4 
358 竪穴 ft居跡 l IV 培 円 形 0 24 02 0 1 2  007 0 37 
359 竪穴 f_t居跡 l IV 培 イq 整 円 形 0 25 02 1 02 0 1 6  0 67 HJiWUIUi't 2 
372 竪穴jt)呂跡 l IV 培 ,j� 身と f ' ) J

f

; 03 0 1 5  0 1 4  006 007 り<. ーIM I 
375 竪穴im跡 l JV /,,V, イ

．

＜ 棺 l 'I 形 0 6 1  0 48 0 1 6  0 1 3  045 lj\ -/f,j I 
283 掘立柱建物跡 l IV 附 l'I 形 0 25 024 0 1 5  0 1 1  0 28 柱jji;jk堆梢 3 
285 掘 立柱建物跡 l IV 培 !'I 形 026 0 22 008 0 1 2  0 27 l111 ikl1W1 2 
287 掘 立杜建物跡 l !V k'l 小 整 l ' I 形 029 0 23 0 1  0 1  0 3 1  UJJ・w、lll!i'l 3 
289 掘立杜建物跡 l IV J..'1 ィ＜ 内をi:'J rJJ f� 026 0 23 0 1  O J  0 35 U!J{1)くJ1lW 4 
290 掘立柱建物跡 I IV 界 小 整 円 形 034 0 3 1  0 1 6  007 0 2 1  水平堆積 2 
29 1 掘 ヽt杜建物跡 l IV 培 円 形 0 28 0 28 0 1  0 1  0 28 札サmklltW 2 
292 掘 ヽt杜建物跡 I IV 培 t:I PI Jf, 034 022 028 0 1  0 37 ;ii -I& I 
298 掘立柱建物跡 I IV 料 ILJ 形 022 02 009 0 09 027 H!iWt�tm 2 
299 掘立杜建物跡 I JV �'l -1� 格 1'1 形 0.3 0.26 02 0. 1 0 32  Wfm月Ui'i 2 
332 掘 立柱建物跡 l !V IM I ' !  形 027 0 24 0 1 1  0 08 0 32 
380 掘 立柱建物跡 l IV 料 <>'i l'W 02 0 1 5  0 1  0 07 044 水 1サIH/r 4 
222 掘立柱建物跡2 JV ),"i !f'i l り If; 0 37 0 3 1  0 1 3  0 07 027 
224 掘 立柱建物跡2 IV 培 円 形 0 33 03 0 1 6  0 1 2  0 3 1  HJJWUlt村t 4 
382 掘立柱建物跡2 [\1 �'1 イ寸 序 円 形 023 02 0 1 5  0 1 4  0 3  
384 掘 v.柱建物跡2 I\'� 不 整 円 形 02 1 0 2 1  0 1  0 1  022 
1 55 掘 立札建物粉3 N 附 円 形 0 22 0 22 0 1 2  0 1 2  0 23 'ii ー 培 I 
2 1 9  掘立柱建物跳3 1\1 �'1 円 形 0 33 0 29 0 2 1  O J  0 2 1  凹状堆梢 2 
225 掘 立柱建物粉3 JV 附 円 形 0 29 0 27 0 1  0 22  tHJ疋1犬Jltfi'i 2 
383 掘 ヽグ4 柱建物跡3 �' ,'1 不 粒 l 'I 形 0 28 026 0 1  O J  0 33  
385  掘立柱建物跡3 N k"I ,1; 棺 楕 l ' I 形 0 28 0 28 0 1  0 1  0 32  
1 54 掘立柱建物跡4 IV 培 tt'l f 'I Jf; 0 32 024 0 1 7  0 1 5  0 2 1  1111 1k月W1 2 
1 5 7  掘 立杜建物跡4 JV 培 円 形 0 26 024 0 1 8  0 1 1  0 24 lji ・培 I 
2 1 2  掘立柱建物跡4 IV 焙 円 形 0 32 0 1 2  0 1  0 1  0 1 7  I札 ―·1(1 I 
386 掘立柱建物跡4 l\' ,v/ 円 形 0 55 046 022 02 0 38 
387 掘立杜建物跡4 j\l );', 円 形 0 3  0 28 0 1  0 1  0 39 
389 掘立杜建物跡4 IV 培 イく _繁 l ' l lfJ 02 02 0 1  0 1  0 1 7  

6 掘立柱建物趾、5 IV 培 � I 形 0 4  0 35 0 32 03 0 25 lji -�1 I 
20 掘 立 柱建物眈5 �' Wi 小 格 1 1 1 /f� 044 0 37 0 1 7  0 1 2  0 1 4  りi_ - · /杓 I 
22 掘 立柱建物跡5 IV !;,', 111 /f� 0 36 0 35 024 0 24 045 1"1 1JUIU/1 2 
39 掘 立柱建物跡5 IH'1 l'I 形 0 36 0 1 8  0 1 3  0 07 0 3 1  世IJkJlt梢 2 

43 掘 立柱建物跡5 IV �"I l ' I 形 044 04 1  0 34 1 11 1 1犬Jlt村t 2 

1 79 掘 立札建物跡5 IV 培 不 整 円 形 045 0 35 024 0 22 0 29 
396 掘 iヽ:杜建物跡5 a 培 円 形 0 35 0 35 022 02 
397 掘 iL柱建物跡5 LI 1M 円 /f/. 04 03 02 02 
398 掘立柱建物跡5 u 培 l ' I 形 0 33 0 33 0 1 5  0 1 3  
399 掘立柱建物跡5 a Wi ,j� 整 「「1 形 0 33 03 0 1 5  0 1 5  

449 掘立柱建物粉5 IV 附 + 1リl
1 1 4 掘立柱建物跡 6 IV �'1 イ； 整 l'I 形 0 53  028 0 1 8  03  11' 1 ik�tW 2 

1 2 1  掘立柱建物 跡 6 !V k'l l ' I 形 0 55 04 1 04 0 23 023 1"1 1犬JIH/1 2 

1 22 掘 立柱建物跡 6 JV 培 イ；定形 096 09 0 83 0 48 058 1"1 1犬111: W 3 

1 23 掘 立柱建物跡 6 �' ,'1 不 整 円 形 025 0 24 0 1 6  0 1 5  0 23 HJh1犬lit村t 2 



36 第 4 章 藤 田 坂辿跡の追梢 と 辿物

表1 4 各土坑の属性 一 覧表②

上坑番 fJ- 俎 構 名 地 区 名 検 出 層 f立 平而形

1 24 掘立柱建物 跳 6 IV 層 桁 円 形
23 1 掘立柱建物跳 6 IV 培 円 形
232 掘立柱建物跳 6 IV �'1 ,i; 整 円 形
233 掘立柱建物枕 6 IV 層 円 形
234 掘立柱建物粉 6 IV 附 円 形
392 掘立柱建物跡 6 IV �'l 円 形
393 掘立柱建物跳 6 IV 罰 不 整 P-1 形
394 掘立柱建物跡 6 IV �"i 円 形
395 掘立柱建物粉 6 IV l0  円 形
438 掘立柱建物翔 6 IV 罰 が 整 円 形
439 掘立柱建物粉 6 IV 培 不 整 円 形
440 掘立柱建物跡 6 IV 培 楕 円 形
44 1 掘立柱建物跨 6 IV 培 不 整 円 形
442 掘立柱建物跳 6 IV 培 不 明
443 掘立柱建物跡 6 JV 培 不 整 円 形
409 掘立柱建物跡 7 N !\'i  不 整 円 Jfク
4 1 0  掘立柱建物跳 7 IV �?, 楕 円 形
4 1 1 掘立柱建物跳 7 IV �v) 円 形
4 1 4  掘立柱建物絣 7 JV �'l 楕 円 形
4 1 5  掘立柱建物跳 7 IV 層 不 明
4 1 6  掘立柱建物踪 7 IV !\Yi 円 形
4 1 7  掘立柱建物跳 7 IV 界 円 形
4 1 8  掘立柱建物跨 7 IV �"i 円 形
322 掘立柱建物粉 8 IV 附 不 整 円 形
4 1 9  掘立柱建物跡 8 N 培 不 整 円 形
42 1 掘立柱建物粉 8 IV �'l '1� ! 危 I●I●m 

422 掘立柱建物跡 8 IV 培 円形
424 掘立柱建物跡 8 IV 培 j;jp:JJfi 
426 掘立柱建物跡 8 IV 培 不 整 楕 円 形
427 掘立柱建物跡 8 IV 培 円 形
428 掘立柱建物跡 8 IV 培 楕 円 形
429 掘立柱建物跡 8 �I J..'l 円 形
430 掘立柱建物跡 8 IV I\', 楕 円 形
43 1 掘立柱建物跳 8 IV 層 不定形
445 掘立柱建物跳 8 �l �',j 不 整 楕 円 形
446 掘立柱建物跨 8 1\1 10  円 形
3 1 3  柵 l IV �'l 円 形
3 1 4  柵 I IV l\'l 円 形
408 柵 I IV 層 P-1 形
4 1 2  柵 I IV 培 不 整 円 形
1 33 楕 2 IV 培 不 整 円 形
302 柵 2 IV 附 不 整 P-1形
3 1 9  柵 2 IV 附 不 整 円 形
320 柵 2 IV 附 円 形
326 柵 2 IV /i\l 不 整 円 形
407 柵 2 IV l\'1 不 整 円 形
448 柵 2 IV 陪 楕 円 形
255 楕 3 IV 附 楕 円 形
400 柵 3 IV 附 円 形
406 柵 3 IV �'1 楕 円 形
3 6  柵 4 IV 陪 P-1 形
5 I 柵 4 IV �'l 円 形
1 94 柵 4 IV /f/i 円 形
200 柵 4 IV �  円 形
20 1 柵 5 IV /® 不 整 円 形
227 柵 5 JV 層 不 整 1:LJ形
4 1 3  柵 5 IV 培 不 整 円 形

I H6 IV 附 不 明

2 H6 IV 培 円 形

3 H 6  JV !\'1 不 明

4 G6 1\/ �'l 不 明

5 G6 IV /0 不 整 円 形

1 0  G7 �' 培 楕 円 形
I I  GS JV ,'l 円 形
1 2  GS IV 層 不 整 P-1 形
1 3  GS wm 不明
1 4  GS JV /i'1 桁 円 形
1 5  GS IV /© 円 形
1 6  GS IV 層 楕 円 形
1 7  H 5  IV 培 楕 円 形
1 8  H S  IV 培 不 糀 楕 円 形
1 9  HS IV 屈 不定形
2 1  HS IV 培 円 形

J:端 (m)

長 軸 艮 短軸艮

I 02 08 

0 25 024 
0 28 02 
026 0 1 5  

0 1 5  0 1 3  

034 03 

03 0 28 

024 0 25 

0 27 026 

025 02 

02 0 1 6  

025 0 1 5  

0 26 02 

025 02 

0 28 02 

0 3 1  02 

0 22 0 1 8  

03 022 

測定不能 測定不能
0 23 022 

025 022 

05 04 1 

I 76 1 5  

0 1 6  0 1 4  

0 2 1  0 2  
0 27 0 25 
028 0 1 8  
0 28 0 2 1  
0 22 0 1 8  

0 29 0 22 

02 008 

03 0 1 5  

03 1 0 1 5  

0 4 1  0 1 8  

0 32 0 3 1  

02 0 1 8  

028 0 27 

0 25 0 25 
0 1 9  0 1 9  
0.47 042 
026 0 23 
03 0.25 

0 1 7  0 1 5  
027 0 25 

03 024 

0 52 0 28 

0 34 0 26 

026 02 

04 02 

03 0 24 
028 0 25 
029 0 25 
0 1 8  0 1 4  
0 3 7  0 3 3  
02 1 02 
0 35 0 25 

I 2 06 

046 0 34 

I 02 04 

08 1 05 1 

0 97 0 83 

0 57 04 

0 37 0 35 

067 0 32 

0 42 0 32 

0 25 0 24 

0 42 0 29 

067 0 38 

0.46 0 39 

0 55 04 

0 53 042 

下端 (m) 深 さ 覆 上 の 状 況

艮 軸 艮 短 軸 長 (m)  月Hi'/1犬i兄 堆積附

0 53 042 0 28 柱痕状堆積 2 

0 1 9  0 1 2  0 25 水平堆積 3 

008 026 単 一陪 I 

0 1 9  0 1 3  0 27 弔—培 I 

005 005 

0 1 5  0 1 4  

02 0 1 6  022 

0 1 2  0 1  0 1 5  

0 1 4  0 1 4  0 2 1  

0 1 5  0 1 2  009 

005 oos 
0 1 6  0 1 2  0 1 8  

008 006 

0 1 6  0 1 3  009 

008 008 

0 1 8  0 1 7  007 

006 0 06 

0 1  0 1  0 08 

測 定 不 能 測 定 不 能
0 1 8  0 1 2  007 

0 1 6  0 1 1  0 1 6  

029 0 23 007 

I 38 I 1 2  0 3 1  

004 003 005 

0 1 2  0 1  006 

0 1 2  0 1 2  
008 006 

0 1 4  0 1 1  0 1 1  
0. 1 8  0 1 5  0 03 

02 0 1 8  006 

0 1 5  008 02 

022 0 1 2  006 

02 1 009 

03 0 1  009 

0 I 0 I 0 1  
0 I 0 1  024 凹状堆梢 2 

02 1 02 025 tHilkJ1HN 2 
0 1 2  0 1 1  0 1 3  
0 1 2  0 1 2  
0 1 7  0 1 4 02 1 水ギ堆栢 2 
0 1 4  0 1 4  0 32 水平堆梢 2 
0 1 1  0 1  007 
007 007 0 1 4  'ii 一附 I 
02 02 024 

02 0 1 2  

0 25 0 1 5  02 1 
0 I 0 I 024 ,/1j杖1犬J佳fii 2 
0 I 008 022 
02 0 I 025 

0 1 8  0 1 1  02 1 凹状堆梢 2 
0 1 3  0 1 1  0 1 7  l"I オ犬J1tW 2 
0 1 7  0 1 3  0 1 4  水平堆積 2 
0 1 1  007 028 
02 0 1 4  0 1 5  水平堆梢 2 

0 1 2  O J  0 1 3  単一陪 I 
0 1 2  0 1  

046 03 028 水平堆梢 3 

027 02 023 t1Jf!1kl1f.M 3 

0 52 023 007 水平堆梢 3 

0 1 8  0 1 2  1�1 1k�t村t 2 

0 55 05 022 1社一層 I 

05 0 34 0 1 5  lji. —彬 I 

03 027 0 1 2  'ii -,v, I 

046 0 1  0 1 3  lji 一層 I 

0 1 2  

0 33 0 23 007 屯 一附 I 

0 1 6  0 1 5  0 1 4  1"11犬月H i'l 2 

0 26 0 1 2  02 1111 1犬月trn 2 

0 57 034 0 1 6  l"li犬J1tfi1 2 

0 1 9  0 23 ljiー層 I 

0 32 02 0 1 9  lji 一層 I 

0 34 0 25 0 1 3  屯一柑 I 



表1 5 各土坑の属性 一 覧表③

t坑番サ 地 区 名 i災 出 IV, 位 ,ド 1/ii形
/·. 端 ( 111)

lHh 辰 紅�H 乏

26 HS JV 附 ,i;: 足形 095 0 36 

27 HS IV kV, 円 形 0 35 0 3 1  

28 H.5 N IVI 桁 円 形 046 

29 HS N附 円 形 0 55 044 

30 HS N �"i 不 格 円 形 0 63 059 

33  GS JV /杓 不 椛 円 形 046 0 27 

34 GS !V IM 小控 1-'- I Jfi 05 0 43 

37 G4 IV 培 イ孔 阻 l ' I 形 0 54 0 48 

40 H4 IV 11'1 11 1 形 0 26 0 25 

4 1  H4 !V iii P l 形 0 34 03 

42 H4 IV 培 l' I 形 0 43 0 39 

44 1-14 N ,'1 + 整 円 形 0 6 1  0 5 1  

46 ト14 IV l\'1 イ渭lj 029 0 1 2  

47 H4 !V I怜 小 明 0 38 0 34 

48 H4 IV ll"i イ； 屯を l ' l lf; 2 03 I 68 

49 G4 !V IM 4く定形 I 1 3  0 62 

50 G4 IV 附 不 然 楕 円 形 026 0 24 

52 G4 IV l•i'i �; 屯各 i」 l ifj 025 0 24 

S3 H4 IV ).'1 ,i; 整 l'I 形 043 0 36 

54 G3 IV 培 円 形 0 33 0 29 

58  H3 1V k'1 円 形 029 0 27 

59 H3 IV 附 | 「1 形 025 0 22 

60 F6 IV 附 LH/i l ' J /f/, 05 0 1 9  

6 1  F6 IV /(1 r;'l 1 1 1 Jf:l 02 0 1 2  

62 F6 IV ,'1 イも 整 l'l /f; 0 1 9  0 1 2  

63 F6 J\l lr1 桁 l 'I 形 024 0 1  

64 F6 IV 陪 不 明

65 F6 IV I杓 f行 f g Jf; 02 0 1 4  

68 F 5  JV �'1 P l 形 04 1 0 36 

7 1  F 5  IV 屈 Pl 形 0 38 0 38 

72 F S  IV/1"1 l 'I 形 047 044 

73 F s  JV /(1 ! ' I 形 064 05 1 

74 F 5  IV 陪 不 整 I ' ) 形 068 0 58 

80 E4 IV ,'1 不 整 桁 l ' I 形 06 056 

8 1  F4 N ,'1 fli l 'J )f', 0 65 0 43 

83 E6 I\1 �1 t:·j f'J )f� 0 56 046 

84 E6 IV 附 m 1rm 05 0 35 

88 E6 IV �'l �;1リ J 0 63 022 

9 1  D6 !V k'1 l ' I 形 0 38 0 35 

92 D6 IV /0 ,1; 1y J  047 

95 C6 IV 培 不定）杉 0 35 03 

98 86 JV 附 円 形 04 1 03 

1 03 D5 w 培 ,M' I Jf; I 2 1  0 72 

1 04 D5 IV 附 円 形 0 33 03 

1 05 D5 IV 培 イ； 整 I「1 形 06 025 

1 06 D5 IV k'1 f行 l'l lfi 0 3 1  0 25 

1 07 DS IV 培 I ' !  形 028 0 23 

1 08 DS IV �V, 円 形 028 0 24 

1 09 D5 IV /怜 円 形 024 0 24 

1 1 0 cs IV /0 不 整 円 形 0 37 0 35 

I l l  cs 1\1 �'1 楕 I ' ! 形 0 58 0 25 

1 1 3 B4 JV IM 円 形 066 0 55 

1 1 6 C3 �, , 屈 不 整 楕 I」1形 05 0 33 

1 1 7 D5 IV ,"i + t.  和1 形 0 5 1  0 49 

1 1 8 D4 IV /1v, + iを l'f'i l ' I Jf; 0 87 0 38 

1 25 D5 IV 附 イ1定 ）ri I 25 

1 26 F4 IV 培 円 形 0 77 069 

1 27 D3 iV /,,''I ,1, 定形 0 88 08 

1 28 E4 IV 培 l ' ) Jf!, 03 0 22 

1 29 G6 IV 培 円 形 0 53 0 45 

1 30 F6 IV 培 ィ; 1'.'f l 「1 形 0 85 0 77 

1 32 D4 IV 1(1 tli l 'I Jfi, 0 ss 07 

1 34 D2 IV l•/1 m 1 り Jf/, 044 0 33 

1 35 D4 !V IM l'I 形 045 0 36 

1 36 D4 N 培 円 形 04 04 

1 37 D4 IV 附 円 形 0 34 03 

H偽 ( 111 )

長 軸 ↓乏 短軸貶

066 0 1 3  

0 25 02 

0 28 0 1 6  

0 48 0 35  

0 55  045 

032 0 1 7  

04 0 1 6  

0 3 1  

0 1  009 

0 1 5  0 1 2  

0 2  0 1 5  

0 47 0 29 

0 1 4  0 06 

0 29 0 27 

I 25 0 93 

0 78 03  

0 1  0 08 

0 2 1  02 

022 0 1 8  

022 02 

022 02 

0 1 5  0 1 4  

043 0 1 3  

008 0 06 

006 004 

007 004 

0 1 4  008 

0 1 4  0 1  

026 0 25 

0 2 1  0 1 3  

048 0 28 

0 1 5  0 1  

044 03  

054 0 33  

03 1 0 23 

0 23 0 1 2  

06 02 

0 28 0 26 

0 25 0 2 1  

0 1 3  0 1  

0 2 1  0 1 7  

04 1 0 28 

0 1 3  

0 1 8  0 1 2  

0 1 6  0 1 2  

0 1 3  0 09 

02 0 1 6  

02 02 

0 32  03 

04 1 0 1 5  

042 0 36 

04 1 022 

04 0 35  

059 0 23 

093 0 53 

0 38 0 34 

0 53  0 42 

0 23 02 

0 28 02 

0 23 0 1 6  

063 046 

02 1 0 1 5  

024 0 22 

0 34 03 

009 005 
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深 さ 覆 L の状況
( 111 ) 月t利11ki兄 堆梢'，，，

0 1 9  水 ·F堆梢 2 

0 1 5  ljt.�,v, I 

0 1 8  lji-,'1 I 

0 29 屯 ー I� I 

0 24 水平堆梢 2 

0 5 1  'i'-ー10 I 

0 23 りt 附 I 

0 1 8  lji I灼 I 

047 HJi� 1JUllW 2 

0 1  単 I曽 I 

0 1 4  水 ‘ド堆積 4 

0 1 5  水 ‘ド)If:梢 3 

0 1  q,. →／怜 I 

009 り1 -· l•;,1 I 

0 2 1  りi. -,'l I 

0 1 9  lji.-/("/ I 

0 22  りi 料 •培 I 

009 り1. -/,;,j I 

0 1  'ii. }(ii I 

008 屯ーIN I 

0 1 1  恨一培 I 

0 1 4  !"I i犬JIH/i 2 

0 27 1"1 1犬JIU,'! 2 

0 1 6  水 ‘ド堆積 2 

0 1 6  水平堆積 2 

0 1 4  1"1 1)くJltti'i 2 

0 25 ;p. —I屈 I 

02 I札 /(ii I 

0 25 lji-·lri I 

009 lji. -I杓 I 

029 lji. 11'1 I 

025 'ii —·IM  I 

024 ljl.-· li1 I 

0 1 6  屯 ·/灼 I 

0 1  lji-1('! I 

0 34 ljl. ー 1(71 I 

0 1 9  Ip. ·/杓 I 

007 1 111w 4 

008 lji. · li1 I 

026 WiWUIU11 3 

0 1 8  'i'--k'1 I 

0 1 7  1"11犬JIH/i 2 

049 111 1 1犬Jltta 3 

0 1 7  WH1犬JfU/l 2 

04 fl:JJll人l!H/i 2 

0 1 9  'ii. I怜 I 

0 1 8  'i'- →層 I 

0 1 6  111 1 1JUll:W 2 

0 1 1  1�1 1犬月t村i 2 

0 33  11 11 :1犬Jltli'l 2 

0 1 7  l� l ik�l村t 2 

0 1 2  111 1 1}:Jlf:fi'i 2 

0 29 11' 1 1犬�kW 2 

0 1 4  l 11 1 1kl!Wi 2 

0 1 9  111 1 1犬Jltli7 2 

0 3 1  l"I WIH,1 2 

04 1 1"1 1犬Jiff/! 3 

0 1 6  水平堆積 3 

0 35 WHlk!ltM 2 

0 1 5  りi )�j I 

0 4 1  1 1 ' 1WIU/1 3 

0 1 7  水平堆梢 2 

0 1  水 ·f'堆枯 2 

02  水 ‘ド堆桔 2 

0 1 2  りi-lM I 

0 1 9  lji -1灼 I 
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表 1 6 各土坑の属性一 覧表④

上坑番り 地 区 名 検 出 附 位 'i' 1fij形

1 3 8  D4 IV 培 不 整 I」 1 形

1 39 D4 IV /0 円 形

1 42 C3 IV 培 円 形

1 43 C4 IV m  イ； 整 楕 円 形

1 44 C4 IV� り 不 整 楕 円 形

1 45 C4 JV 屈 ,f, 整 円 形

1 46 C4 rv 培 円 形

1 47 84 IV /i!i 円 形

1 48 E4 w 培 不 整 円 形

1 49 cs IV /fi 円 形

1 50 B6 N 層 不 整 杓 円 形

1 52 8 3  JV Ji;>i 不 整 円 形

1 56 D6 IV 培 不 整 円 形

1 58 GS IV 層 楕 円 形

1 62 H5 IV層 円 形

1 63 H5 IV 屈 円 形

1 64 HS IV 培 朴I P ! 升ク

1 65 H6 IV 培 不 整 円 形

1 67 G6 IV 陪 不 整 円 形

1 68 G6 IV 培 不 整 円 形

1 69 H6 IV /®  円 形

1 70 H6 IV /n  不 整 円 形

1 7 1  GS JV "'1 円 形

1 74 H4 IV 層 円 形

1 75 H6 IV /0  ,i; 整 楕 円 形

1 76 1-16 IV 層 円 形

1 77 H6 IV 附 不 整 円 形

1 78 H6 IV 層 不 整 円 形

1 80 G6 IV 層 円 形

1 8 1  G6 IV 附 円 形

1 82 G6 JV 培 不 整 円 形

1 83 F6 IV 層 楕 円 形

1 85 GS IV 培 円 形

1 86 GS N 層 円 形

1 87 G6 N 層 楕 円 形

1 88 G6 IV 陪 桁 円 形

1 89 F6 IV 培 柁 円 形

1 90 F6 IV 培 不 整 P:J形

1 9 1  F6 IV 培 円 形

1 92 F6 IV �,i i/W! Jf� 

1 93 F6 IV � 楕 円 形

1 97 GS IV 層 円 形

1 98 F5 IV � 不 整 l' I 形

1 99 FS IV 層 イミ定形

202 B S  IV 層 不 整 杓 円 形

204 A6 IV層 不 整 楕 円 形

205 A6 IV 陪 楕 円 形

208 H4 IV !\'1 円 形

209 H4 [V �Yj 円 形

2 1 0  H5 IV ll'i 円 形

2 1 1 F6 JV 灼i 円 形

2 1 3  C6 JV l\'l 不 整 円 形

2 1 4  H S  JV 層 楕 円 形
2 1 6  1-16 N 培 円 形
2 1 7  1-16 N 培 tfWI J� 

2 1 8  E6 IV 層 円 形
220 C6 JV 陪 不 整 円 形
22 1 C6 IV 層 円 形
223 86 IV 層 円 形
226 86 IV層 円形
228 C6 IV 層 円 形
229 GS IV培 r.'r l' J Jf, 
230 BS IV 層 不 整 楕 円 形
235 E6 IV �'i 円 形
236 E6 IV 層 円 形
237 E6 JV 層 桁 円 形

1:.沿 ( m )

長 軸 艮 短 軸 長

0 4  0 37 

0 34 03 

0.3 0 27 

0 76 0 57 

0 67 045 

0 36 034 

0 32 0 28 

03 0 27 

036 0 32 

03 0 27 

042 0 33 

046 0 1 4  

0 34 0 26 

0 34 0 28 

02 

0 27 0 27 

04 0 34 

024 0 1 6  

03 027 

028 0 25 

0 1 4  0 1 4  

0 3 1  0 22 

0 57 0 43 

0 32 0 32 

048 0 35 

046 0 38 

0.4 1 0 34 

0.47 04 

0 1 7  

03 0 28 

029 02 

03 0 1 8  

026 02 

0 27 0 22 

0 34 03 

023 0 14 

0 43 0 25 

0 3 1  0 27 

02 0 1 7  

0 3  0 2 1  

02 0 1 2  

027 02 1 

0 37 0 35 

0 38 0 3 1  

077 0 55 

038 0 32 

036 0 25 

033 026 

025 02 

03 0 26 

029 023 

0 1 8  0 1 8  

028 023 

027 02 

025 02 

03 026 

03 1 0 22 

0 4 1  0 37 

0 3 1  0 28 

0 36 0 33 

0 32 0 26 

028 02 

0 54 0 48 

03 02 

025 02 

022 0 1 7  

下端 ( m ) 深 さ 悛 ヒ の状況

長 軸 長 短 軸 艮 ( m )  堆栢状況 堆 積陪

0 1 7  0 1 5  0 1  柱痕状堆積 2 

0 1 5  0 1 3  0 1 4  t主jilj}()jtfl戊 2 

02 1 0 1 7  0 1 1  単 一層 I 

029 025 0 1 8  1111 1犬月tfii 2 

03 028 0 1 7  11.'J1kJ1rn'l 2 

0 27 0 24 008 ljl. 一層 I 

0 22 0 1 4 0 1 8  l'!J1Ji.�H/i 2 

0 1 7  0 1  0 1 4  凹状堆積 2 

0 29 0 25 008 lji 一 層 I 

0 25 0 22 009 りiー層 I 

0 25 0 22 0 1 1  単 一層 I 

0 1 7  0 1 4  0 34 I札 一層 I 

0 1 6  0 1 2  023 凹状堆梢 2 

024 0 1 8  0 1 3  tjiー/1\J I 

0 1 3  0 03 

0 I 0 I 0 1 3  'ii 一陪 I 

0 1 8  0 1 3  0 1 1  単 一層 I 

0 1  006 024 

0 1 8  0 1 5  0 38 

0 1 9  0 1 5  02 

007 006 0 28 

0 1  0 08 0 1 8  lji-層 I 

032 023 0 1 8  水平J!Hi't 2 

0 1 6  0 1 5  0 26 凹状堆積 2 

0 36 0 1 8  0 1 5  水平堆積 2 

0 1 3  0 1 2  0 1 8  単 一 附 I 

0 1 7  0 1 7  0 1 2  単 一 K芍 I 

0 25 02 0 1 5  

0 1  02 

0 1 8  009 0 I 水平堆積 2 

0 1 5  0 1  0 1 5  りl.一層 I 

02 1 0 1  0 1 7  屯 一 層 I 

0 1 9  0 1 1  008 単一陪 I 

006 006 0 32 lji. -陪 I 

0 1 6  0 1 2  0 1 2  水平堆積 2 

0 1 9  0 1 1  0 35 

0 1 4  0 1 3  02 1 1�1 1犬月Hll 2 

0 1 7  0 1 4  0 1 8  '�- —培 I 

007 0 1  0 1 2  りi -附 I 

0 2 1  0 1 3  009 りi 一層 I 

009 006 O J  単 一 培 I 

005 005 045 巾一培 I 

0 1 7  0 1 5  009 水平堆積 2 

0 33 007 029 水平堆積 2 

0 1 7  0 1 5  054 1,� ik月l fi� 2 

0 22 0 1 8  009 水平堆積 2 

0 1 4  0 1  026 w1m月l l/l 2 

02 0 1 6  0 1  

0 1 2  0 1  0 1 1  lji 一層 I 

0 1 2  0 1 1  0 1  

0 1 8  0 1 4  0 1 1  

009 008 009 

0 1 3  008 0 1 2  柑． 一柑 I 

0 1  0 1  06 

0 1 5  0 1 2  0 1 2  り,. —培 I 

0 1 6  0 1 5  023 'ii -W, I 
0 1 2  0 1  0 1 8  単一培 I 

0 1  0 1  0 25 単 一 培 I 

0 2 1  0 1 7  0 1  水平堆積 2 

024 024 0 1 2  水平堆積· 2 

024 0 1 3  0 1 6  水平堆積 2 

0 1 7  0 1  0 1  

028 02 023 水平堆積 2 
0 1  0 1  O J  りi-培 I 
0 I 0 I 0 1 5  1位一陪 I 

0 1 2  O J  008 'it-· 層 I 



表1 7 各土坑の属性 一 覧表⑤

I一．坑 番 号 地 区 名 検 出 培 f立 、1' 1fli Jf;
/·. 沿 ( m )

辰 軸 長 短 軸 艮

238 ES !V k'1 円 形 03 0 22 

239 ES IV k'1 不 整 ITJ 形 0 33 0 25 

240 ES IV 培 不 整 I 「1 形 0 36 0 3 1  

24 1 E5 IV 培 円 形 0 23 0 1 5  

248 H I  IV 培 不 明

250 G2 IV 培 ,i� ,fi'WI 形 04 0 25 

25 1 G2 IV M 円 形 0 35 0 25 

253 G I  IV 附 ,f� 整 P·I 形 I 06 094 

254 G I  IV 培 ,i; 定形 0 25 0 1 5  

256 G I  N 附 円 形 03 0 24 

257 H I  JV 培 イ勺 整 円 形 0 7  0 65 

258 G I  !V IM  ,f� j危 l ' I 形 0 35 0 26 

260 02 IV 培 円 形 026 0 25 

26 1 G2 IV 培 If') 「 り If; 027 0 25 

262 G3 IV �'ij イ湘籾J 形 0 1  008 

263 G3 IV �"i 不 整 円 形 0 2  0 1 5  

265 F2 JV 培 円 形 04 0 34 

266 F2 IV 附 不 整 円 形 026 0 24 

267 1'2 rv 附 円 形 0 53  04 

27 1 G2 w 附 円 形 025 0 23 

272 G2 IV 培 不 整 桁 円 形 0 56 0 24 

273 F2 IV k"i イ弧定形 06 0 32 

275 G I  N 陪 小 整 楕 I り 形 066 03 

276 F l  JV /杓 i行 I
―
'1/f� 03 0 25 

277 F l  IV k"i tf'i 「' I JfJ 0.35 0 .3 

278 F l  IV 荊 不 明

279 F l  IV 附 不定形 095 066 

280 F l  IV /?, 不 整 P l 形 0 2  0 1 5  

28 1 H J  IV 附 円 形 0 2  0 1 7  

284 E2 IV I杓 + 整 桁 l ' I 形 0 32 025 

295 E l  IV l;,1 ,i; 粧 Pl 形 0 3  025 

296 E l  IV /悦 小 整 長 m 円 形 0 6  0 22 

297 F l  IV 界 不 整 1�1 形 03 0 25 

300 E2 IV 培 不 整 楕 円 形 0 2  0 1  

3 0 1  E 2  IV 陪 楕 円 形 0 1 7  0 1 2  

305 E l  IV 荊 円 形 03 0 25 

306 E l  l\l k'J  円 形 0 32 0 26 

308 C2 IV /科 イ；整桁 I ' / 形 04 1 0 35 

3 1 2  C2 N 培 不 整 I 「 1 形 0 1 8  0 1 5  

3 1 7  C l  IV 培 小 整 円 形 0 32 0 28 

323 B l  JV 培 イ渭l 測 定 イ消t 0 1 6  

324 B l  IV 培 不 整 楕 1�1 形 0 72 0 58 

325 C2 IV ,'l 不 整 円 形 0 67 0 66 

327 D2 N培 イ翡l

328 D2 IV 陪 不 整 円 形 0 1 8  0 1 6  

329 A l  IV 培 l'I 形 I 2 1  I 2 1  

330 A l  IV I心 不定 ）f多 測 定 イ寸.� 0 38 

33 1 C3 �1 1;;,1 円 形 0 33 03 

334 B3 IV 料 不 整 円 形 0 86 064 

335 A2 IV k'1 才＜ 団を IIJ J杉 058 05 

339 A2 IV荊 m rr1 Jr; 047 042 

340 A2 IV 培 i行 flJJ杉 0 36 0 23 

342 A2 IV k"i 不 整 楕 円 形 0 5  04 

343 A2 IV 層 不 整 楕 円 形 062 0 43 

345 G4 IV 培 m ド! if� 0 33 0 26 

348 G4 IV 陪 杵; pm 0 29 0 1 6  

349 G4 N 陪 不 整楕 l ' I 形 042 0 25 

350 G4 N ,'1 不 整 楕 1 1 1 形 024 0 1 3  

35 1 G4 n1 k、1 「 ' I 形 0 28 0 25 

352 F3 IV 培 イ・冴 格 楕 円 形 0 32 02 

353 F3 IVM イ寸 整 ド I 形 024 0 1 7  

355 F3 IV , 刃 円 形 0 1 5  0 1 4  

356 F3 JVIM fa ド ） ）f� 0 24 0 1 9  

360 F3 IV 培 村'i l ' ) Jf; 0 1 6  0 1 5  

36 1 F3 IV ,'1 楕 1 1 1 形 0 1 9  0 1 4 

362 G3 IV )Z, l ' I 形 05 0 36 

下沿 ( 111)

長 軸 艮 短 軸 屁

0 1 8  0 1 2  

0 1 6  009 

02 0 1 8  

0 1  

0 25 0 1 8  

02 0 1 2  

06 048 

02 0 1  

0 2 1  0 1 6  

0 1 5  0 1 2  

0 1 8  0 1 4  

0 1 4  0 1 4  

0 1 7  009 

003 003 

009 006 

02 1 0 1 8  

0 1 6  0 1 3  

0 1 9  

005 005 

0 5 1  0 24 

05 0 1 6  

0 1 5  0 1 5  

0.25 0. 1 5  

045 044 

0 1 5  007 

009 009 

022 0 1 5  

0 1  008 

0 1 2  008 

0 1  006 

0 1 5  006 

0 1  006 

0 25 0 1 2  

0 1 6  0 1 4  

02 0 1 6  

009 0 09 

0 1 4  0 1  

iJ!IJ 分�,t�fiE 006 

0 58 0 43 

024 024 

0 1 2  0 1  

099 098 

0 1 8  0 1 8  

02 1 02 

056 0 37 

024 02 

0 2 1  0 1 1  

0 1 8  0 1 2  

0 32 0 22 

0 39 0 27 

0 24 0 1 1  

0 23 0 1 2  

03 0 1 5  

0 1 6  008 

02 0 1 9  

0 1  0 1  

0 1  0 07 

0 1 1  009 

0 1 2  0.08 

004 004 

008 005 

03 0 23 

第 2 節 第 2 調 査面 の 調 査 39 

深 さ 悛 上 の 状 況
( m )  堆梢状況 11um,i 

0 1 2  lj1. -11'1 I 

0 1 4  準 一 培 I 

0 1  単 一 府 I 

008 

009 

008 

0 37 1 1' 1 1RJ\Wl 4 

002 

0 1 1  lji�,v, I 

0 1 2  

0 1  

008 

0 2 1  

0 25 w1m月Wt 3 

006 

0 38 tui{1犬月t W 3 

007 

0 1 5  

0 1 5  

0 1  

029 

0. 1 4  

005 

0 1 9  

003 

026 

02 

0 1 6  1 11 1 1)けIH/1 2 

0 1 6  

009 

0 1  

0 1 3  

0 1 9  

0 1 2  屯ー1(1 I 

0 2 1  水 '\')Ii'積 2 

0 1 8  屯 ―附 I 

0 1 2  lj'.-kv, I 

0 1 1  

0 04 

0 26 1 11 1 1犬月W1 2 

0 09 

027 

0 1 4  1111 1犬J1Ui'1 2 

009 

028 

02 りi 罰 I 

0 1 6  [ll[j大）It村i 2 

0 1 3  水平堆梢 2 

0 1 3  1"1 1犬Ji[村i 3 

0 1 9  tJjiU犬Jltfil 2 

0 06 屯 一層 I 

0 04 'ii-I恐 I 

022 lji. I怜 I 

008 水平堆枯 2 

006 'ii 10 I 

0 1 3  111li犬J!Hi'! 2 

005 Ip. -),,", I 

009 lj\ I屈 I 

005 

03 1 " 1 1犬!!tl,'1 2 

0 1  ljiー�"i I 



40 第 4 章 藤 田 坂遺跡の辿構 と 辿物

表1 8 各土坑の属性一 覧表⑥

上坑番号 地区名 検 I.Li 層 位 .,, 面 形

363 F3 IV 層 不 整 III 形

364 F3 IV 層 不 整 円 形

365 F3 IV 層 不整楕 円 形

366 F4 JV J\<l  円 形

367 F4 JV層 不 整 円 形

368 F4 IV �vj f行 flJ Jt,

369 E4 IV �"i 楕 円 形

370 F4 ll「 層 片j f:q Jfi

37 1 F4 IV 屑 円 形

373 G4 IV 培 楕 円 形

374 G4 IV 培 ,j� 整 円 形

376 FS IV 層 円 形

377 F3 W 陪 不 整 r 1 形

388 D6 IV培 不 整 円 形

390 I 5 IV ,'1 ,1� 整 l"I 形

40 1 C5 IV �'1 不 叩

402 C4 IV /0 不 整 楕 円 形

403 C4 IV 111 不 明

420 C l  IV l\"i 円 形

423 C l  IV 培 不定形

425 C l  N 培 f/i lIJ Jf� 

432 B l  IV 層 桁 円 形

433 B l  IV 層 円 形

434 B l  N 層 楕 円 形

435 B l  IV 培 不定形

436 B l  IV 培 円 形

437 B l  IV 培 円 形

444 C2 IV 荊 楕 円 形

447 D3 IV 培 イ寸登 楕 円 形

上端 (m)

艮軸艮 展lill 長

0.4 1 0 33 

034 0 24 

042 035 

0 1 8  0 1 5  

027 02 

026 0 1 4  

0 1 4  0 1  

02 0 1 6  

0 1 8  0 1 6  

06 0 23 

02 0 1 5  

0 1 8  05 

024 0 1 6  

0 3 1  03 

045 03 

0 1 6  0 1 4  

0 22 0 1 4  

0 1 8  0 1 5  

025 0 1 2  

0 1 2  0 1 1  

0 1 8  008 

03 0 I 

0 1  0 I 

03 03 

0 1 5  0 1 1  

0 45 03 

第 3 節 溝 · ト レ ン チ ・ 包 含層 出 土 の 遺物

下沿 ( m ) 深 さ 悛 上 の 状 況

艮 軸 長 短 軸 長 ( m )  Jlt村,Jki兄 堆積培

0 1 6  0 1  02 屯 層 I 

02 O J  0 1 7  弔 一 層 I 

0 1 9  0 1 8  0 1 2  ljl. 一陪 I 

0 1  006 0 1 7  柱痕状堆積 2 

0 1 6  007 009 単一界 I 

0 1  008 0 1 7  凹状堆積 2 

005 004 屯 一 層 I 

008 005 0 1 5  りi- 培 I 

006 006 0 1  ljiー層 I 

046 0 I 0 1 6  屯 一 層 I 

0 1 2  0 1 2  0 1 3  屯 一培 I 

0 1 5  005 0 1  りl_ —附 I 

0 1  006 0 1  屯 一培 I 

02 0 1 8  024 

0 1  005 

02 0 1 3  

004 003 005 

0 1 6  008 005 

003 003 0 1 2  

0 1 8  006 007 

008 007 009 

005 003 004 

0 2 1  0 06 0 07 

005 005 

0 1  0 1  0 1 5  

006 005 0 1 2  

0 1 8  0 1 5  0 25 

前節 で は 主 な 遺構 と 遺物 を 説明 し た が、 本節では溝 ・ ト レ ン チ ・ 包含層 か ら 出 土 し た 遺物 を 一括 し

て 述べ る 。

弥生土器 （ 図29 34-39) 

34 · 39 は 、 溝 2 か ら 出 土 し た 。 34 は 、 叩 き 痕 の 残 る 甕。 外面 に 煤が付着 す る 。 39 は 、 太頸壺 の 頸部

と 思 わ れ る 。 35 · 38 は 、 ト レ ン チ 4 か ら 出 土 し た 細頸壺の 口 縁部片。 35 は 、 口 縁 に 凹 線 （確認出 来 る

の は 4 本 を 施す ） 。 38 は 、 櫛描 の 波状文 • 直線文 を 描 く 。 36 · 37 は 、 W 層 中 出 土 の 遺物 。 細 片 で は あ

る が、 36 は 細頸壺 の 頸 部 、 37 は壺の 口 縁 と 思 わ れ る 。 突帯下 に櫛描 の 波状文 ・ 列点文 を 描 く 。

石器 （ 図30 40 • 44 、 図31 47) 

40 は 、 溝 3 出 土 の 小型剥 片 石 器。 両端 は 破損 し て い る 。 44 は 、 B 7 区 出 土 の 石核。 長方形の 角 礫 を

利 用 し 、 節理面 を 打面 と し て 縦長 の 剥 片 を 作 出 す る 。 47 は 、 D 2 区 出 土 の打製石斧。 横長 の 剥 片 を 素

材 と し 、 側 辺 を 折 り と る よ う に 直線的 に 成形 し て い る 。
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図27 出 土遺物 ( 1 ) 弥生士器①
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図28 出 士遺物 (2) 弥生土器②
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表1 9 弥生土器観察表

報告，,, 遺構 地1,:
愉サ

竪 穴lWr粉 lI (SK354) 

2 登,'( {1居粉 l

3 竪穴11° 1;,:粉 l

4 竪穴(U.•:·粉 l

5 竪穴(]'/廿跡 I

竪 穴f_t/因粉 I6 
(SK354 ) 

7 竪 穴 !I:/,':·跳 l

8 竪穴,u.,:·'lif l
(SK354) 

9 際穴仕Iii跡 l

1 0  竪 穴仕／，，;跡 I

I I  翌穴m,,a亦 I

1 2  溝 l

1 3  緊穴住),,;粉 l

1 4  竪穴 !H叶蹄 l

1 5  際 穴w片跡 ］

1 6  怒穴WOが 1

1 7  竪穴住),,:·粉 l

1 8  際穴( !'/,>;·蹄 l

1 9  竪穴住IA跡 l

20 際 穴 lE居跡 I

2 1  溝 l

22 倒 木痕 l
(SK I 02 ) 

23 倒 木痕 I
(SK l 02 )  

24 倒 木痕 l
(SK I 02 ) 

25 倒 木狽 l
(SK l 02 ) 

26 倒 木痕 2
(SK 1 1 2 )  

2 7  倒 木痕 2
(SK l 02 ) 

28 倒 木痕 2
(SK 1 02 ) 

29 倒 木痕 2
(SK 1 1 2 ) 

30 倒 木痕 2
(SK 1 1 2 ) 

3 1  倒 木痕 2
(SK l l 2 ) 

32 倒 木痕 2
(SK 1 1 2 )  

33 登穴fl'I.•:·跡 l
(SK354) 

34 溝 2

35 ト し >t4

36 C4 

37 F5 

38 ト レンf4

39 X30 

器Hi

乱llffi:,i,

細頸·,:':,

紺l :lli'心!

絹11 1fi、,::1

絹11 1/hi:1

絹II 序Jbi:i

条痕系売

紅mi·ぷ

台付央

央

壺

·,i杓

紅II 剪i',:':,

乱II ダ,b::,

邸 杯 又 は
浅鉢

,,1; 杯 又 は
浅鉢

細頸·,::(

甜II ダfr,祉

小IJJ

逍コ

央

売

党

並

並

咄｛

台付売

売

細頸祇

細頸祇

条痕系央

条痕系央

�II 釘bi:1

虫� 

絹11 1/i·,:l

料11 1/i咄t

',::( 

料II 預ii咄i

太貿i·派

取 I.
番 リ

288 

72 

1 88 

1 88 

76 

29 1 

88 

264 

252 

80 

232 

1 43 

9 1  

1 1 9 

223 

1 5 6  

1 6 1  

257 

74 

75 

1 47 

49 

26 

1 9  

1 0  

278 

64 

46 

28 1 

274 

274 

279 

294 

29 1 

I 

45 

1 66 

4 

X30 

法 :,t (cm) 

1 1 径 ?',. , '· · .. ' , 底 径
Itと 人：
幅

(9 3 )  

(25 4) 

( 1 3  O) 

63  (2� I )  

(29 9 ) (25 2)  

(74)  

( 8 85)  

(23 I ) 

( 28 6) 

(7 8)  

(7  O)  

(7 3 )  

(8 2)  

松 形 ，闘 松
タ[ 1f1i I人lifli

頸 部 、 ナr' I I 柑 部
横 ）i l••J のザ 、 野i
祁指オサエ

縦 ）f 1,,1 のlが指
オサエ

�"91�"り1

縦 ）J 柏1 のハケ！指
オサ1、 （シホ• 『I )

横j」[i,J のtデ ィ渭l

IJM 部 指tデ 後 縦 J,
1,, 1のIヽケ 人 底部,,ケ） 、
指tデ 指tデ 後縦
方 向のIが 、 横 Ji向
のハケ人 指す虹

条jj/指ナデ

縦）i l••J のハケi

横）j [,,j のtデ 横
）

i
向 の ザ

横 }; 1,,1 の tデ 横 }J
柏1 のげ

t か ら ド ヘ の 斜
め の ザ 、 指頭It.JU

横 Ji 1,,1 のtデ 、 指
頭11:J杖

横 Jj [ iり のナデ 横 Ji
向 のf f 、 指オサJ、

縦）J I ;,] の"ケメ 4渭I

横 J, 柏1 のザ 横
J

,
向のサ

・

縦）n,•1 のハケメイ渭I

縦 Ji 柏I のIが縦 Ji
向 のIヽ”

縦 ）j fi,J のI ヽり縦 ）j
Iり の,,,,

横 }j [iり のtデ 横 }j
向のtt'

横 h 間 のtデ 横 h
向 のtt·

”キ縦 Ji 1,,1 の 板
廿．•

横 ）j 向 の ザ 横 ）i
l••J のtデ

横 )j 向 の ナデ 横 )j
向 のtデ

横 )j 向 の ザ 横
}

j
向 のtデ

不 明 心YI

"ケ)� く り1

小 り1 横 Ji [i,J の
ナデ 、 指村エ

イヽり1 札 ktテ ・

縦 }j [iり のハケi縦 }j
向のIヽ”

9ヽケ メ 縦 方 向 の tデ 、
指頭l」痕

横 J, 1,,1 の ll 殻 条
痕 横 Ji向 のtデ

縦 )j ,,  り の H 殻 条
痕 横 ）j fiり のナデ

縦 }j 向 の"ケ！ 縦 }j
向のIヽケi 、 指オサエ

クタキ縦 )j i ,, ]の1>7!

横ナデ 横ナf

縦 J51i,J のハケ メ 横 Ji
向 のザ

横
）

j 向 のtf' 横
）i

向 のザ

横 }f l 川 のナデ

横 }i i ••] の tデ 縦 Ji
い） のザ
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色必l 残イ／叶9
胎 I: 焼成 そ の 他タ( 1f1i I人l lfl i 、 ( X / 1 2) ( )  I人J lt!i 1fli

極 小 (7%) 、 U ii 橙色 に ぷ い 黄 I I 糸汝 部 l " I線文4 条 、 羽状櫛描

わ 炎 を 含 む 良 H 橙 色
65 文 、 剪i部櫛描煤状文 、 櫛描横

線 文 I I 本

他 小 (7%) 、 H il 良好
棺色 に ぶ い 黄 櫛描直線 文20本 、 櫛描波状文 、

・ イ1 炎 を 含 む 。 朽色 櫛 描 伯． 線 文 6 本

極 小 (7%) 、 H
f

i 良ii
橙色 に ぷ い 黄

櫛描直線 文 、 櫛描波状文{i 英 を 含 む 。 橙色

極 小 (7%) 、 H イ ］ 良H
橙色 に ぷ い 貨

わ 炎 を 含 む 。 橙色

極 小 (7%) 、 H ィ i
良H

橙色 に ぶ い 貨
底部溢部 I '『 1 1X文 2 本石英 を 含 む 柑色

極 小 (3% ) 、 1乏 ィ ， 橙色 に ぶ い 赤
を 含 む。 良H 褐 色 、 暗I火 櫛描 直 線 文 、 櫛描波状文

柘小 (7% ) 、 此 ii 良4£
19) 亦褐色 黄I火 30 内 rfii付沿物イi り 、 口 柑 内 rfli櫛

・ イi 英 を 含 む 色 、 （ 黄 I火 色 ） 描 列 点 文

小 ( 1 % ) 、 l� ィ i を 良4( 杓色 橙色 櫛描直線文、 波状文 ( 5 4' り'·
含 む 位 ）

極小 ( 1 0%) 、 長 ii
良ft/ 朽色 橙 色ィj 炎 を 含 む 。

極 小 (3%) 、 長 石 良H 灰J/i褐色 I火 黄 I I 糸炒端 部 に 亥IJ み 文石 灸 を 含 む 。 褐色

小 ( 7%) 、 長 石 爪
良好 朽色 杓 色 羽1k櫛描 文炎 を 含 む

小 (3%) 、 長 i i イ i
良 41- 柑色 浅貨色 羽状櫛描文炎 を 含 む

小 (3%) 、 11 れ を
良H

に ぷ い 椛 色 . i炎 20 l"l 線 文 4 本 、 櫛描ii(線文含 む 。 赤朽色

小 (5%) 、 H 1.i を
J込H

に ぷ い橙色 に
横 線 文含 む 。 ぶ い 黄橙色

小(7%) 、 !{ ィi イi 炎
良H 橙色 柑色 09 凹線文 5 条を 含 む

小 ( 1 0% ) 、 l乏石 を
良H

明赤褐も に ぶ
,，油 形 文含 む 。 い 橙 色

小 (3%) 、 長 石 を
良H

橙色 に ぶ い 橙
櫛描ii'(線文 7 条含 む 。 色

小 (5%) 、 l«, を
良H

'.I.\ 色 に ぷ い !Ii
櫛描 11'(線 文 、 液状文含 む 。 橙色

極 小 (3%) 、 J,i; イ i
良奸 浅黄橙色 浅貨

竹竹又を 含 む 橙 色

怜 小 (3%) 、 l{ {i 
艮H

に ぷ い 黄 橙色
1 1 縁端部刻み 文を 含 む 灰貨褐色

小 (3% ) 、 1乏 {i を
良H

に ぷ い 橙色 貨
含 む 灰色

小 ( 2%) 、 l H i i i  良1(
に ぶ い 杓色 に

炎 灼 l刈 イ i を 含 む 。 ぶ い 橙色

小 (2%) 、 i匂j {1 
良 \( 橙色 粒色灸 を 含 む

極 小 (7%) 、 H イr
良H

に ぶ い 橙色 に
を 含 む。 ぶ い 橙色

小 ( 10 % ) 、 l� {1
艮H

橙色 に ぷ い 橙
伍英 を 含 む 色

柘小 (3%) l乏 れ を
良 if 明赤褐色 橙色 櫛描直線 文 、 列 点 文含 む 。

小 ( 1 0% ) 、 長 わ
JHf 明赤褐色 り1赤

イi炎 を 含 む 。 褐色

極小 ( 1 0%) 、 l{ 1i
良4(- 橙色 '.I.'. 褐色h 英 を 含 む

枷 小 (5%) 、 H ,i !Hf- 浅凶色 浅 黄 色 櫛描 ILJ.線文を 含 む

小 (3%) 、 長 石 を
良H

橙色 に ぶ い j(l
櫛描直線文含 む 。 色

極小 (3%) H れ を
良 H 橙色 朽 色含 む 。

柏小 (-1%) 長 れ を
良H 橙色 柁色 底部網代痕含 む 。

怜 小 (3%) 、 iく ィi JW 浅紺色 浅 貨 色 櫛描直線文、 櫛描波状文を 含 む。

小 (3% ) 、 H , , を
良H 橙色 柁 色 炭化物付A咋 （ 外 1(1i)含 む 。

小 ( 1 0%) 、 長 Ii
良好 浅j/i柁色 柁色 20 凹 線 文“ 炎 を 含 む

小 (5幻 、 長 イ 1 を
良好 浅黄柁色 橙色含 む 。

柏 小 ( 1 %) 、 u わ 良H Iリl 赤褐色 橙色 1 1 縁溢部櫛描横線文ィi 英 を 含 む

怜 小 (2�) 、 l{ 1 1  良H 浅黄色 浅黄色 櫛描直線 文 、 櫛描波状 文 、 ；；；
を 含 む 化物付4咋 （外 ,r,i )

極 小 (2%) 、 長 石 良 H l父 貨色 浅黄色 突-:;:' ド に 櫛描 波状 文 、 櫛描列
を 含 む !.'.( 文
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表20 石器観察表

辿物 取上
遺構 地区 時期 種 別 枝番号

番号 番号

40 S03 1 期 打製石斧 24 1 

4 1  竪穴住居 l I 期 剥 片 1 9 1  

42 竪穴住居 l I 期 石 製 品 1 59 I 

43 竪穴住居 l 1 期 石 製 品 1 63 

44 87 I 期 石核 60 

45 竪穴住居 l I 期 粗製石器 239 

46 竪穴住居 l I 期 磨 石 1 94 

47 D2 I 期 打製石斧 64 

48 D2 I 期 打製石斧 2 1 6  

49 竪穴住居 l I 期 叩 石 249 

50 竪穴住居 l 1 期 磨 石 272 

5 1  SK I 1 2  I 期 磨 石 266 

法 i,k
石 材

長 さ (cm ) 幅 (cm) 匝 さ (cm)

泥岩 43 2 35 0 65 

下 呂 石 4 8  3 45 I I 

凝灰質 37 25 2 8 
シ ル ト 岩

凝灰質 2.9 26 3 1  
シ ル ト 岩

チ ャ ー ト 3 1  2 .3 2 5 

泥岩 1 2  5 7 .3 3 I 

安 山 岩 7 3 65 3 

泥岩 1 2  34 1 .5 

泥岩 5 3 .7  1 .6 

砂岩 1 5 . 1  9 1  4.8 

砂岩 1 2  3 84 67 

ィ—圧ヒ 節，�J 石µ』 I I  I ， 6. 1 

※ 礫 而 の 有 無 の樅l の （ ） が 「円」 の 場 合 は 円 礫 を 、 「角 」 の場合 は 角 礫 を 示 す。

礫而の 欠損 そ の 他
質砿 (g) 有 無 部位

8 無 欠

1 4  有 （ 円 ） 完

1 2  不 明 欠
鋳 型 の 可 能
性あ り

1 0  不 明 欠
鋳 型 の 可 能
性あ り

27 有 （ 角 ） 完

234 有 （ 円 ） 完

1 93 有 （ 円 ） 完

74 有 （ 円 ） 完

2 1  有 ( IIJ ) 欠

952 有 （ 円 ） 欠

740 有 （ 円 ） 欠

906 有 （ 円 ） 完
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竪穴住居跡 l から 炭化物が10点 出 土した。 内訳 は住居跡覆 土中 から 8 点 、 炉跡から 2 点 であ る。

こ のうち 、 炉跡出土 の炭化材 l 点 の出土 炭化材放射線 炭素 年代測定 と分析 を依頼 した （第2節）。

こ の他 に、 竪穴住居跡1 出 土の弥生士器（条痕甕） の蛍光X線分析 を依頼 した。

こ の土器 の表 面は赤化 し、 器 形は被熱 による歪みが生 じ ていた。 口縁部内外 面には白 色物質が発泡

した状態 で観察 でき た。 こ の土器 の赤化 と歪 み の原 因 ぱ焼成時以 後の高 温被熱 であり 、 用 途 と して 、

金属器等 の鋳造道具 であ る 「取瓶」 と して 使 われた可能性 I
) があ る。 金属物質 の付着等 を確認 す るた

め に口縁部内外 面の蛍光X線分析 を行った（第3節）。

以下、 その結果 を報告する。

第 2 節 竪穴住居跡 1 出土炭化材の 年代測定

山 形 秀樹 （パ レ オ ・ ラ ボ）

1 は じ め に

竪穴住居跡 l の炉 (SK354) から検出 さ れた炭化材の加速器質量分析法 (AMS法） による放射性 炭

素 年代測定 を実施 した。

2 試料 と 方法

試料 は、 SK354 ( 竪穴住居跡 l の炉） 1 層から 出 土した炭化材l 点 であ る。

試科は、 酸 ・ ア ル カ リ ・ 酸洗 浄 を施 して 不純物を除去し、 石墨 （グラ フ ァ イ ト） に調整 した後、 加

速器質最分析計 (AMS) にて 測 定 した。 測定 さ れだ℃濃度 について 同 位体分別 効 果 の補正 を行なっ

た後、 補正 しだ℃濃度 を用いで℃年代 を算 出 した。

3 結果

表 l に、 試料 の同 位体分 別 効 果 の補正値（基準値-25 .0協） 、 同 位体分 別 効 果 による測定誤差 を補正

した,.c 年代 、 ,4c 年代 を暦 年代 に較正 した年代 を示す 。

,.c 年代 値 (yrBP) の算 出 は、 14c の半減期 として Libby の半減期5,568 年を使用 した。 また 、 付記 した

℃年代誤差 （士 1 !J) は、 計数値 の標準偏差 a に基づいて 算 出 し、 標準偏差 (One sigma) に相 当 す る

年代 である。 こ れは、 試料 の℃ 年代が、 その℃ 年代誤差範 囲 内 に入 る確率が68% であ るこ とを意味

す る。

註

！ ） 井藤氏 に 御 教示 に よ る 。
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表21 放射性炭素年代測 定 お よ び暦年代較正の結果

測定番号 試料デ ー タ o '℃ ’℃年代
（測定法） (9-"oo ) (yrBP士 I r, )  

炭化材
PLD- 1 647 FZO I 

(AMS)  SK354 I 層 -33 .7 2 1 40 士 30
追物番号 227

なお 、 暦 年代較正 の詳細 は、 以下の通 り である。

暦年代較正

1 4C年代 を 暦年代 に 較正 し た 年代
暦年代較正値

cal BC 1 95 
cal BC 1 75 

げ 暦年代範囲

cal BC 340 - 325 ( 1 4. 2%)  
cal BC 200 - 145 騒3.9o/Q)
ca l  BC 1 40 - 1 1 5 (26 .5%)  

暦年 代較正 とは、 大気 中 の℃濃度が一定 で半減期が5,568 年と して 算 出 さ れだ℃年代 に対 し、 過去

の宇 宙線強 度 や 地球磁場 の変 動 による大気 中 の, .c濃度 の変動 、 お よ び半減期 の違い いC の半 減期

5,730 土 40 年） を較正 し、 よ り 正確な 年代 を求 め るため に、 , .c 年代 を暦年 代 に変換 す るこ とである。

具体的 には、 年代既知 の樹木年輪 の詳細 な測定値 を用い、 さ ら に珊瑚 のU-Th年 代 と, .c 年代 の比 較 、

お よ び海成堆積物中 の縞状 の堆積構造 を用 いて ’℃年 代と暦年代 の関 係 を調べ たデ ー タ によ り 、 較正

曲線を作成 し、 こ れを用 いて 1 4C年代 を暦年 代 に較正 した年 代 を算 出する。

℃ 年代 を暦 年代 に較正 した年代 の算 出 にCALJB 4 .3 (CALlB 3.0 のバ ー ジ ョ ン アップ版） を使用 し

た。 なお 、 暦 年代較正値 ば℃ 年代値 に対応する較正 曲線上 の暦 年代値 であ り 、 l (J 暦 年代範 囲 はプ ロ

グ ラ ム 中 の確率法 を使 用 して 算 出 さ れた, .c年代誤差 に相 当 す る暦 年代範囲 である。 カッコ 内の百分

率 の値 はその I a 暦年 代範囲 の確から しさ を示 す確率 であ り 、 10%未満 について はその表示 を省 略 し

た。 l (J 暦 年 代範囲 のうち 、 その確から しさ の確率が最 も高い年 代範囲 について は、 表 中 に影付け部

分 で示 した。

4 考察

試料 は、 同 位体分別 効 果 の補正 お よび暦 年代較正 を行なった。 暦 年代較正 したI a 暦 年代範囲 のう

ち 、 その確から しさ の確率が最 も高い年 代範囲 に注 目 すると、 SK354 の I 層から 出土 した炭化材はcal

BC 200 - 1 45年が、 よ り確かな年代値 の範囲として 示 さ れた。
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中 村俊夫 (2000) 放射性 炭素 年代測定法 の基礎 日 本先史時代 の, .c年代 、 p.3-20.

S tu iver, M .  and Re imer, P. J .  ( 1 993) Extended 1 4C Database and Revi sed CALIB3.0 1•c Age Cal ibrat ion 

Program, Radiocarbon, 35, p .2 15 -230. 

Stuiver,M., Reimer,P.J ., Bard,E., Beck,J .W., Burr,G.S ., Hughen,K.A., Kromer,B ., McConnac,F.G., v .d .  Pl icht,J ., 

and Spurk ,M.  ( 1 998 )  TNTCAL98 Radiocarbon Age Calibrat ion, 24,000-0 cal BP, Radiocarbon, 40, p. 1 04 1 -

l083 . 
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第 3 節 竪穴住居跡 1 出 土 の 弥生土器 の 蛍光 X 線 分析 に つ い て

口 縁部外側 （ 写真①） と口 縁部 内 側 （ 写真②） の蛍光X線分 析 を行った。 結果 、 いずれも鉄 (Fe)

が比較的高い傾 向となった。 し か し ながら、 肉 眼 的 に金属 質 の鉄分が付着するといった状況でないこ

とから 、 製鉄 に関 わ るものとは言い難い。 なお 、 口 縁部 内側 の白 色 質 部 から カ ル シ ウ ム (Ca) が比

較的 高いピ ー ク で検 出 さ れたが如 何なる起源 のものか は特定 でき な かった。 発泡 の際 に胎土 内部 から

表 面に析 出 し たとは考 えられないこ とから 、 発泡する際 に二次 的 に付着 し たものと予想 さ れる。

゜ 1 0cm 
ス ク リ ー ン ト ー ン の 部 分 は 白 色物 が付着 し た 部分 を 示 す

図32 竪穴住居跡 1 出土の弥生士器
(S= 1 /3 ) 

写真7 D縁部外面 写真8 口縁部内面
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第 6 章 ま と め

1 出土遺物 に つ い て

藤 田 坂遺跡で は 、 土器 1 ,002点 （接合前 の破片数） 、 石器32点が出 土 し た 。

土 器 は 山 茶 碗 1 点 を 除 く と 、 す べ て 弥生 土 器 で あ り 、 そ の 内 訳 は 細 頸壺 ・ 壺類 ・ 甕 （ 条 痕 ・ ハ ケ

目 ） ・ 浅 鉢 （ も し く は 高 杯 ） で あ る 。 破 片 数 の 比 率 （ 接 合前 ） は 、 細 頸壺 （ 約 60 % ) · 壺類 （ 約

4 % )  . 甕 （ 条 痕 ） （ 約 3 % )  ・ 甕 （ ハ ケ 目 ） （ 約 I % ) . 浅鉢 （ も し く は 高 杯 ） （ 約 I % ) . 不 明

(3 1 % ) と な る 。 こ れ と は 別 に 、 直径 l セ ン チ 以 上 の 土器片 を 対 象 に 胎土 ・ 調 整 · 色調 ・ 文様 の 観察

と 辿物 の 出 土状況 を ふ ま え て 個 体識別 を 行 っ たが、 器種別 の 比率 は 、 細 頸壺 8 個 体 （約47 % ) · 壺類

l 個 体 （ 約 6 % )  . 甕 2 個 体 （ 約 1 2 % ) ・ 甕 （ ハ ケ 目 ） 2 個 体 （ 約 1 2 % ) · 浅鉢 （ も し く は 高杯） l 

個 体 （ 約 6 % ) 、 器種不 明 3 個 休 ( 1 7 % ) で あ る 。 若 干 の 変動 は あ る も の の 、 細 頸壺が最 も 多 い こ と

が分か る 。 こ の 細 頸壺 の 特徴 は 、 口 縁部 に は 凹 線文が巡 り 、 頸部がや や 寸詰 ま り と な る も の が多 い こ

と で あ る 。 ま た 、 胴 部 下 半 は や や 張 り 出 し 、 算盤状 に な る 。 底 部 は 、 脚 が付 く タ イ プ ( I � 5 ) と

付 か な い タ イ プ (6) が見 ら れ る 。

次 に 出 士量 が 多 い も の は 不 明 と し た 土器 で あ る が 、 こ れ は 直 径 l セ ン チ 前 後 の 細 片 や 器面 が摩 耗

し た状態 の 土 器 を ま と め て い る 。 不 明 と し た 土器 は 、 胎土 ・ 器厚 が細 頸壺 • 壺 と 類似 し 、 出 土分布 も

そ の 大半重 な る こ と か ら 、 壺類 の 一部 に 含め る べ き 賓料か も し れ な い 。 こ の ほ か に 、 外面 に 条痕調整

を 施 し 、 口 縁 内 面 に 巡 る 列 点 文 (7) 、 底部外面 の 布 目 圧痕 (32) を 特徴 と す る 甕 と 口 縁部が く の 字 に

外反 し 、 タ タ キ 痕 の あ る 甕 、 口 縁部 に 凹 線が巡 る 浅鉢 も し く は 高杯が伴 う 。 こ れ ら の 土器 は 、 藤 田 編

年で美濃西部 N - 2 様式 に ほ ぽ収 ま る 。

石 器 は 32点 と 少量 で 、 内 訳 は 打 製 石 斧 3 点 （ 約 1 0 % ) ・ 粗製 石器 l 点 （ 約 3 % )  . 小 型 剥 片 石 器

（ 約 3 % )  . 敲石 l 点 （ 約 3 % )  . 磨 石 l 点 （約 3 % )  . 石製 品 3 点 （ 約 9 % ) · RF 3 点 ( 9 % )  . 

UF  ( 6  % )  · 剥 片 (44 % ) · 石核 ( I % ) で あ る 。 出 土状況か ら 弥生 時 代 の 遺物 と 思 わ れ る 。 石材

は 、 泥岩 • 砂岩 ・ 下 呂 石 （ 湯 ヶ 峰流紋岩） • 安 山 岩 • 花尚岩 ・ 凝灰 質 シ ル ト 岩 で あ る 。 原礫面 を 観察

し た と こ ろ 、 44 の チ ャ ー ト 製 の 石核 が角 礫面 を 残す以外 は すべ て 円 礫 で あ り 、 石器素材の ほ と ん どが、

河原 か ら 調達 し た こ と が分 か る 。 円礫面 を 残す石器 の う ち 、 4 1 は 下 呂 石 （ 湯 ヶ 峰流紋岩） 製 で あ る 。

直径 1 0cm以 下 で 原 礫面 に 爪 を 多 く 残す こ と か ら 、 木 曽 川 流域 の 今渡付 近 で採集可 能 な も の と 思 わ れ

る 。 そ の 他 の 石材 も 木 曽 川 で採取 さ れ る こ と か ら 、 在 地 の 石材 を 利 用 し て 製作 さ れ た こ と が分 か る 。

器種別 に み る と 、 打製石斧 • 小型剥 片 石 器 は 泥岩 、 磨石 ・ 敲石 は 砂岩 • 安 山 岩 • 花尚 岩 を 利 用 し て

い る 。

2 遺物 の 出 土状況 に つ い て

土 器 の 出 土状況 は 、 竪 穴 住 居 跡 l に 伴 う も の が全体の 9 割 近 く 占 め る 。 士 器 を 器種 別 に み る と 、

比率 は 細 頸壺 (66 % ) · 壺 ( 4 % )  . 甕 （条痕） ( 2  % )  . 浅鉢 も し く は 高 杯 ( I % )  . 不 明 (27 % )

と な る 。 甕 （ ハ ケ 目 ） は 見 ら れ な い が、 竪穴住居跡 l を 横 切 る 現代 の 溝 1 よ り 出 土 し て い る た め 、

本 来 は 伴 う も の で あ ろ う 。 出 土 状 況 は 、 細 頸 壺 ・ 壺 • 甕 （ 条 痕 ） い ず れ も 、 竪 穴 住 居 跡 l の 炉

( SK356 ) 及 びそ の 上面 に ま と ま っ て い た 。 こ れ ら の 多 く は 被熱 を 受 け 、 赤 化 し て い た 。 ほ と ん ど の
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土器片 は 、 器表面 だ け で は な く 断面 も 同 じ よ う に 赤化す る こ と か ら 、 廃棄後 に 被熱 を 受 け た も の と 思

わ れ る 。 た だ し 甕 （ 条 痕 ） (7 ) は 、 全体が非常 に 高 い 温度 で被熱 し た か の よ う な 赤化 ・ 器形の 歪 み

が激 し い 。 土器の 口 縁部 は 内 側 に歪み 、 口 縁部 内 面 と 胴部 内 面 の 表面 に は 発泡 し た か の よ う な 白 い物

質 が付着 し て い た 。 土器破片 の 断面 に は 白 い発泡物質 が及 ばな い こ と か ら 、 使 用 時 に 付着 し た も の と

思 わ れ る 。 土 器 を 高 温 度 で 使 用 す る も の と し て 取瓶 の 可 能性 も 考 え ら れ た た め 、 付 着 物 の 成 分分析

（ 第 5 章 第 3 節 ） を 行 っ た が、 こ の 結果、 白 色物 質 は カ ル シ ウ ム と 判 断 さ れ 、 金属 物 質 は 検 出 さ れ な

か っ た 。 し か し な が ら 、 こ の 土器の 他 に 竪穴住居跡 l か ら は 、 鋳型 の 可能性の あ る 石 製 品 (42 · 43 )

も 出 土 し て い る た め 、 高温で使用 さ れ る 土器がい か な る 用 途 で あ っ た か は類例 を 待 ち た い 。

こ の 他 、 竪穴住居跡 2 · 竪穴住居跡 3 付近の倒 木痕で 出 土量が多 い 傾 向 がみ ら れ た 。 竪穴住居跡 に

伴 う 土器 と 思 わ れ る が、 ど ち ら に 帰属 す る か は 不 明 で あ る 。

石 器 の 出 土状況 は 、 竪穴住居跡 l に 伴 う も の が全体 の 約 半分 を 占 め る 。 内 訳 は 、 粗製 石器 l 点 ·

敲石 l 点 ・ 磨石 2 点 • 石製 品 3 点 · RF l 点 · UF I 点 · 剥 片 5 点 と な る 。

片
％

剥
45

打製石斧
1 0% 

粗製石器
3% 

誓
磨石
9% 

石製品
9% 

小型剥片 石器
3% 

細頸壺
60% 

図35 弥生土器組成図

UF 

6% 

図36 石器器種別 の割合図

細頸壺
66% 

図37 竪穴住居跡 1 出土の弥生土器組成図

UF 
7% 

RF 

7% 

固38 竪穴住居跡 1 出土の石器器種別 の割合図

3 遺構 に つ い て

今 回 の 調 査 で は 、 竪穴住居跡 3 軒 • 土坑349基 を 検出 し た 。 土坑の 一部 は 直線上 に 並 び、 し か も 埋

土 は柱痕状 に 堆 積 す る も の も み ら れ た 。 こ れ ら の 土坑 を 検討 し 、 掘 立柱建物 跡 8 棟 、 柵 5 列 を 確認

し た 。 こ の 結果、 遺構の 内訳 は 、 竪穴住居跡 3 軒 ． 掘立柱建物跡 8 棟 ・ 柵 5 列 • 土坑243基 と な る 。

所 属 時 期 は 、 遺 構 間 の 重複 は あ る も の の 、 検 出 面 の 違 う 掘立柱建物 跡 5 以 外 は 概 ね 弥生 時代 の 遺

構 と 思 わ れ る 。 掘 立柱建物跡 5 は 、 他の掘立柱建物跡の柱穴 よ り 一 回 り 大 き く 深 い 。 所 属 時期 は 、 遺

物 が伴 出 し な い た め 不 明 で あ る 。 た だ し 、 こ の 辿構の上面 で 山 茶碗が出 土 し て い る こ と や試掘確認調

査 で 山 茶碗が一定量 出 土 し て い る こ と を 踏 ま え る と 中 世 の遺構の可能性があ る 。
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図39 弥生土器の 出 土分布図 1
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図40 弥生土器の 出土分布図 2
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図41 弥生時代石器 の 出 士分 布 図
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弥生時代 の 遺構 と し た も の は 、 遺構内 の す べ て の 遺物が弥生時代 中 期 の も の で あ る こ と か ら 当 該期

と 考 え ら れ る 。 こ の う ち 竪穴住居跡 l は 良好 な 遺存状況で確認 さ れ 、 住居跡 の 規模 · 形態 の ほ か に 住

居跡 内 の炉 • 柱穴 ・ 周壁溝の 諸施設 も 確認で き た 。 出土遺物 か ら 弥生時代 中 期 後半、 藤 田 編 年 の 美濃

西部 N - 2 様式の 竪穴住居跡 と 判 断 さ れ る 。 こ の 時期 の 竪穴住居跡 は 、 可児市徳野遺跡、 美濃加茂市

牧野小 山 遺跡 ・ 野笹遺跡 ・ 尾崎遺跡 ・ 多 治見市根本遺跡 で検出 さ れ て い る 。 平面形が不 明 の 徳野遺跡

の 竪穴住居跡 を 除 く と 、 い ず れ も 平面形態が隅 丸の長方形で あ る 。 こ の こ と か ら 、 竪穴住居跡 l は こ

の 時期 の特徴 を 有 す る こ と が分か る 。

4 遺構の時期区分 に つ い て

弥生時代 の遺構の所属 時期 を 細 別 す る た め に 軸 の 方位 を 求め た 。

竪穴住居跡 は 、 竪穴住居跡 I . 竪穴住居跡 3 ( 以 下 「軸 l 」 と し こ れ に 直交 す る も の も 含め る ） の

方位軸 と 竪穴住居跡 2 ( 以 下 「軸 2 」 と し こ れ に 直交す る も の も 含め る ） の 方位軸 に 分 け る こ と がで

き る 。 前述 の と お り 、 竪穴住居跡 l か ら は 藤 田 編年で美濃西部 N - 2 様式 に あ た る 弥生土器が出 土 し

て い る こ と か ら 、 軸 l は 弥生 時 代 中 期 後半 に 所属 す る こ と がわ か る 。 軸 2 は 、 遺物 は 出 土 し て い な

い た め 、 所属 時期 は 不 明 で あ る 。

掘 立柱建物跡 は 合計 8 棟あ る が、 掘立柱建物跡 6 . 掘立柱建物跡 7 以外 は 概 ね軸 l に 合 う I

) O 

掘 立柱建物跡 2 か ら 器種不 明 で は あ る が、 弥生土器が 出 土 し て い る こ と か ら 、 軸 l は 弥生時代 の

遺構 と 判 断で き る 。

掘立柱建物跡 6 · 掘立柱建物跡 7 は 、 軸 1 か ら 1 8
゜

か ら 35
゜

前後す る 。 遺物 が出 土 し て い な い た め 、

所属 時期 は 不 明 で あ る 。

柵跡の う ち 、 柵 4 · 柵 5 は 軸 l に 合 う 。 遺物 は 出 土 し て い な い た め 、 所属 時期 は 不 明 で あ る 。

柵 1 . 柵 2 · 柵 3 は 軸 l と 比べ 、 1 0
゜

か ら 20
゜

前後す る 。 遺物 は 出 土 し て い な い た め 、 所属 時期 は

不 明 で あ る 。

遺 構 の 方 位 軸 が軸 l を 前 後 す る も の は 、 検 出 し た 地 区 に 共通 点 がみ ら れ る 。 検 出 さ れ た 遺 構 は い

ず れ も 、 段丘端部 に 近 い 位置 に あ る 。 軸 角 の ずれ を 地形状の制約 を 受 け た結果 と 理解す れ ば、 掘 立柱
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図42 遺構の方位軸 の傾向
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建物跡 7 、 柵 I . 柵 2 は軸 l 、 柵 3 を軸 2 と判 断 でき る。

以上 の こ とから 、 軸 l の 遺構群 と軸 2 の 追構群 にわけるこ とができ る。

軸 l : 竪穴住居跡 2 軒 · 掘 立柱建物跡 6 棟 ・ 柵 4 列 で構成 さ れる。 所属時期 は弥生 時代 中 期 後半

である。

軸 2 : 竪穴住居跡 l 軒 、 掘 立柱建物跡 l 棟 ・ 柵 l 列 で構成さ れる。 所属時期 は不 明 である。

5 考察

弥生時代 は竪穴住居跡2 軒 • 掘 立柱建物跡 6 棟 ・ 柵 4 列 で構成 さ れる。 一般 に、 こ の時期 の 集 落

は段丘 の 縁辺上 に展 開 し、 遺跡 の 規模 は小規模 とさ れる。 藤 田坂遺跡 において も木曽 川 に面 した中 位

段丘 の縁辺 に位置 して おり 、 当 該期 の 様相 を示 している。 段丘 端部 にあたる地区（調査区北 西から西

部分） は地形状の 制 約 を受け、 軸 角 の ずれが生 じ ている。 集 落 の へり に近いこ とが理解 でき る。
一 方 、 調査 区の東側 は、 軸 角 の ずれは少ない。 地形的 にも段丘平坦部 となるこ とから集落域が広が

る可 能性がある。

中 世 は掘 立柱建物跡 l 軒 の み であるが、 調査区南東隅 で検 出 さ れた。 調査区東側 の 畑地から は一定

量の 山 茶碗が表 面採集 でき るこ とから 、 東側 に広がる可能性がある。

I )  堀 立 建物跡5 は 、 方位 軸 を み る と 、 他 の 堀 立建物 跡 と 合 う 傾 向 に あ る （ 図42参照） 。 追構検 出 面 と 辿構上面 の 遺物 か ら 中

世の 遺構 と 判 断 し た が、 弥生時代 ま で遡 る 可能性があ る 。

；
 



58 第 6 章 ま と め

参考文献
石黒 立人 1996 「高蔵式土器」 「日本土器辞典』 雄 山 閣
小 野 昭 • 春成秀爾 ほ か 1992 「図解 日 本 の人類 遺跡』
恩田知美 2002 「美濃地域 における集落 の動態 砂 行遺跡を中 心 に」

中 部 弥生研究 会 レジュメ
蔭 山 誠 一 • 石黒 立人 ほ か 1998 「 一 色青海 遺跡j 愛知 県埋蔵文化 財 セ ン タ ー調査報告書 第79

可児 町
佐野康雄
佐野康雄他
鈴木元
千藤克彦

集 （財） 愛知県埋蔵文化財 セ ン タ ー

1980 「 可児 町 史 通 史絹』
1998 『牧野小 山 遺跡 C 地点」 （財） 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー

1993 「尾 崎 遺跡』 （財） 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー

2002 「美濃 の弥生墓制」 『美濃 の考古学 第5 号』 美濃 の考古学刊 行会
2000 『野笹逍跡』 （財） 岐阜 県文化財保護 セ ン タ ー

高橋克壽他 1999 『前波 の三 ツ 塚』 可児市教育 委員 会
長 瀬 治義 1990 「 可児 地域 の前期古墳」 『美濃 の前期 古墳」 美濃古墳文化研究会
長瀬治義 1998 『徳野 遺跡』 可児市教育 委員 会
成瀬 正勝 · 鈴木隆雄 ほ か 2000 『砂 行遺跡』 （財） 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー

波 多野寿勝 ・ 土川 修平 1974 『今渡逍跡』 岐阜県教育 委員 会
藤田英博 • 高木宏和 2002 『美濃 （飛騨 地域）』 「 弥生土器の様式 と編 年 東海編」 木耳 社
美濃加茂市教育 委員 会
三輪晃三 2000 

1994 「大地の生い立ち 美濃加茂」 『美濃加茂ふるさ とフ ァ イ ル No.5 」
『南整理 遺跡』 （財） 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー

山 内伸 浩
吉 田 正 人

1994 『 根本遺跡II 』 多治 見市教育 委員 会
2000 「藤田坂逍跡範 囲確認調査」 『 可児市 内遺跡発掘調査報告書 （平成7 �1 1

年）』 可児市埋文調査報告31 可児市教育 委員 会
吉田英敏 • 長瀬治義 ほ か 1994 『 川 合 遺跡群』 可 児市教育 委員 会



図 版



図版 1

•,\ 
● ,, __ . 一

藤 田 坂遺跡遠景 （ 北 か ら ）

藤 田 坂遺跡全景 （ 西 か ら ）



図版 2

4 堀立柱建物跡 5 5 竪穴住居跡 2 · 3



図 版 3

堀立柱建物跡 22
 

堀立柱建物跡 1

J
 

堀立柱建物跡 44
 

堀立柱建物跡 33
 

?, 
·':"".<可，•芯芍

)-' ·1,"' . ., ぶ
.,. I 冷，；'· )

' •'\芯-\;;, ·, .;, , , 、/•• ,, 、,,
/·:: , ,; I!' ふC・` ・ダj ,.··C ' 

とが¢鼻

多'�· ' 

口縁部拡大6
 

1 -5 

弥生土器①細頸壺 ( 1 -5 )5
 



図版 4

1 弥生土器③細頸壺 (6)

6
 

2 弥生土器④甕

7
 



む3

⑤器干弔姫

" '
6¢

( 

- -万●● - · -翠· '' ·"· 
ぼ " ' .,

Ip←, 位.' "』 ,.,,·'"\改•: ' 

⑨器平玉喝 乙

9£ 

6
 

g 到区l

a 



m
甜
◎

＝ 4
7

 

4
5

 

回
森
6

4
3

 

出
眺
e

-4
0

 



報 告 書 抄 録

ふ り が な ふ じ た さ か い せ き

書 名 藤 田 坂 遺 跡

シ リ ー ズ 名 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー 調査報告書

シ リ ー ズ番号 第 80 集

編 著 者 名 三 島 誠

編 集 機 関 財 団 法 人 岐阜県文化財保護 セ ン タ ー

所 在 地 〒 502-0003 岐阜市三 田 桐 東 1 -26- 1 TEL 058 (237 ) 8550 

発 行 年 月 日 西暦 2003 年 3 月 3 1 日

ふ り が な ふ り が な コ

北緯 東経 調査期 間 調査面積 調査原 因
所収遺跡 名 所 在 名 市町村 遺跡番号

ぎ ふ けん か に し
一 般 国 道

岐 阜 県 可 児 市 35 ゜ 1 37 ゜ 200 1 0525 248号可児ふ じ た さ か い せ き 下し も

恵
え

土
ど あ

字
さ

北
き た

林り
ん

藤 田 坂遺跡 2 1 2 1 4 07495 2s ' 02 ' 
～ l , I OOm

2 バ イ パ ス
せん

36" 
泉 44" 200 1 083 1 道 路 改 良

に 伴 う

所収遺跡 名 種 別 主 な 時代 主 な 遺 跡 主 な 遺 物 特 記 事 項

藤 田 坂遺跡 集 落 跡 弥生 竪穴住居跡 3 弥生土器 弥 生 時 代 中 期
掘立柱建物跡 8 石器 後 半 の 竪 穴 住
柵 5 石 製 品 居 跡 と 掘 立 柱
土坑 約 300 建 物 跡 を 確 認

し た 。 出 土 遺
物 に 台 付 き 細
頸壺 あ り 。



岐阜県文化財保護 セ ン タ ー 調 査報告書 第 80集

藤 田 坂 遺 跡

2003年 3 月 20 日

編集 • 発行 財 団 法 人 岐阜県文化財保設 セ ン タ ー

岐阜県岐阜市三 田 洞 東 1 -26- I 

印 刷 株式会社 コ ー ム ラ



086'0(-=人

055·oi- =人

ooo·� レ＝人

ow·r�。=)..

0
£
9'

£
9·

=
x
 

O
N
 9'

£
9
、

11
x



X= -63.650 

Xe -63.660 

X= ·63.640 

X= -63.650 

X= -63.660 

o
l
o.
L
L
'
11
A
 

0
 oo·
 �
i

 
,
11
A
 

0
 6
6"
0
l
 
,
11
A
 

0
 a
5·
o
r
 
,
11
A
 

付図 藤田坂遺跡遥構配置図
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